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特
集

経
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は
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を
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ま
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来
年
度
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の
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特
集

秋
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け
な
わ
、
小
さ
い
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見
つ

け
た
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メ
デ
ィ
ア
は

私
た
ち
の
時
間

と
空
間
の
感
覚

を
変
え
る
。
村

に
水
道
が
整
備

さ
れ
る
と
、
水

汲
み
や
洗
濯
の

た
め
に
井
戸
に

集
ま
っ
て
世
間

話
を
す
る
こ
と
が
な
く
な
っ

て
い
く
。
か
く
て
井
戸
端
会

議
は
テ
レ
ビ
の
ワ
イ
ド
シ
ョ

ー
に
そ
の
場
を
移
す
こ
と
に

な
っ
た
▼
今
日
の
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
は
テ
レ
ビ
を
通
じ
て
世

界
の
多
く
の
人
々
が
注
目
す

る
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
と
い
う

の
が
も
は
や
常
識
に
な
っ
て

い
る
。
な
か
に
は
こ
の
夏
、

観
戦
ツ
ア
ー
で
聖
地
ア
テ
ネ

を
訪
れ
、
ス
タ
ジ
ア
ム
の
観

客
の
ひ
と
り
に
な
っ
た
人
も

い
た
だ
ろ
う
。
こ
れ
と
て
輸

送
メ
デ
ィ
ア
と
旅
行
会
社
の

お
か
げ
で
あ
る
▼
日
本
列
島

の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
メ
ダ
ル

ラ
ッ
シ
ュ
に
沸
き
、
猛
威
を

振
る
う
台
風
の
ご
と
く
、
歓

喜
の
渦
が
起
こ
り
、
情
熱
の

嵐
が
吹
き
荒
れ
た
。
テ
レ
ビ

の
生
中
継
は
深
夜
で
も
ゴ
ー

ル
デ
ン
タ
イ
ム
な
み
の
視
聴

率
を
弾
き
出
し
て
い
た
か

ら
、
熱
心
な
観
衆
は
自
ず
と

睡
眠
不
足
に
陥
っ
た
こ
と
だ

ろ
う
▼
祭
り
の
あ
と
、
夏
が

終
わ
り
秋
の
夜
長
、
テ
レ
ビ

と
都
会
の
喧
騒
を
離
れ
、
愛

読
書
を
携
え
て
、
鄙
辺
の
温

泉
場
で
ひ
と
り
活
字
に
浸
る

の
も
ま
た
一
興
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
日
常
と
は
違
う
時

間
と
空
間
に
出
会
え
る
は
ず

だ
。

（
�
岡

至
）

理事長 森本靖一郎
学長・理事 河田 悌一
常務理事 池内 啓三

理 事 愛知 和男（元国務大臣・
法学部客員教授）

同 石川 昌司（公認会計士）
同 上原 洋允（校友会長・弁護士）
同 大嶌 征次（内部監査室長・

教育後援会幹事長）
同 小幡 斉（副学長・工学部教授）
同 加勢田 博（副学長・経済学部教授）
同 片山 久江（弁護士）
同 小坂 道一（会社役員）
同 永田眞三郎（法学部教授）
同 野村 明雄（大阪商工会議所会頭）
同 増地 英一（創立１２０周年記念事業局長

・校友会事務局長）
同 山縣 平蔵（会社役員）

監 事 一軸 浩幸（弁護士）
同 寺内俊太郎（会社役員）
同 山田 拓幸（公認会計士）
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本
学
創
立
百
二
十
周
年
記
念
事
業
お
よ
び
経
済

学
部
・
商
学
部
創
設
百
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と

し
て
工
事
が
行
わ
れ
て
い
た
、
第
２
学
舎
４
号
館

の
竣
工
式
が
九
月
七
日
（
火
）
に
挙
行
さ
れ
、
羽

間
平
安
理
事
長
（
当
時
）、
河
田
悌
一
学
長
を
は
じ

め
、
大
学
お
よ
び
工
事
関
係
者
ほ
か
来
賓
を
含
め

約
百
五
十
人
が
出
席
し
、建
物
の
完
成
を
祝
っ
た
。

こ
の
建
物
は
、
第
２
学
舎
２
号
館
の
一
部
で
あ

っ
た
Ｃ
３０４
教
室
部
分
を
取
り
壊
し
、
そ
の
跡
地
に

地
上
四
階
の
学
舎
を
建
設
し
た
も
の
で
、
２
号
館

と
は
各
階
で
接
続
さ
れ
て
い
る
。

一
階
の
シ
ア
タ
ー
系
ホ
ー
ル
「
Ｂ
Ｉ
Ｇ
ホ
ー
ル

１００
」
は
三
階
ま
で
吹
き
抜
け
の
大
空
間
に
な
っ
て

お
り
、一
階
七
百
四
十
八
席
、
二
階
二
百
五
十
四
席

の
千
二
人
収
容
の
大
ホ
ー
ル
で
あ
る
。

装
備
に
つ
い
て
も
四
百
�
の
大
ス
ク
リ
ー
ン
を

二
面
備
え
て
い
る
ほ
か
、
音
響
・
映
像
に
お
い
て
最

新
の
機
器
を
導
入
し
て
お
り
、
通
常
は
講
義
教
室

と
し
て
使
用
す
る
が
、
講
演
会
か
ら
国
際
会
議
ま

で
、
あ
ら
ゆ
る
用
途
に
対
応
で
き
る
施
設
と
な
っ

て
い
る
。

１０月１日開催の臨時評議員会およ

び理事会において任期満了に伴う役

員の選任が行われ、理事長に森本靖

一郎氏が、常務理事に池内啓三氏が

それぞれ選任された。任期は平成１６

年１０月１日から４年間。

▼
法
学
部
▲

学
部
長

教
授

大
沼

邦
博

学
部
長
代
理

教
授

寺
島

俊
穂

教
学
主
任

教
授

大
津
留
智
恵
子

同

教
授

小
泉

良
幸

入
試
主
任

教
授

山
本

慶
介

学
生
主
任

助
教
授

佐
伯

和
也

学
生
相
談
主
事

教
授

市
川

訓
敏

▼
文
学
部
▲

学
部
長

教
授

芝
井

敬
司（
再
任
）

学
部
長
代
理

教
授

田
中

俊
也

教
学
主
任

教
授

奥

純

同

助
教
授

奥
村
佳
代
子

入
試
主
任

助
教
授

中
澤

務

学
生
主
任

助
教
授

鍋
島
弘
治
朗

学
生
相
談
主
事

助
教
授

本
村

康
哲

▼
経
済
学
部
▲

学
部
長

教
授

森
岡

孝
二

学
部
長
代
理

教
授

植
村

邦
彦

教
学
主
任

教
授

橋
本

恭
之

同

助
教
授

坂
根

宏
一

入
試
主
任

教
授

浜
野

潔

学
生
主
任

専
任
講
師

壽
里

竜

学
生
相
談
主
事

教
授

竹
下

公
視

▼
商
学
部
▲

学
部
長

教
授

鶴
田

廣
巳

学
部
長
代
理

教
授

水
野

一
郎

教
学
主
任

教
授

松
本

祥
尚

同

助
教
授

徳
永

昌
弘

入
試
主
任

助
教
授

片
岡

進

学
生
主
任

助
教
授

徳
常

泰
之

学
生
相
談
主
事

教
授

明
神

信
夫

▼
社
会
学
部
▲

学
部
長

教
授

松
原

一
郎

学
部
長
代
理

教
授

永
井

良
和

教
学
主
任

教
授

�
瀬

武
典

同

助
教
授

辻

大
介

入
試
主
任

教
授

�
岡

至

学
生
主
任

助
教
授

池
内

裕
美

学
生
相
談
主
事

教
授

遠
藤

由
美

▼
総
合
情
報
学
部
▲

学
部
長

教
授

加
藤

隆（
再
任
）

学
部
長
代
理

教
授

北
島

治

教
学
主
任

教
授

辻

光
宏

同

助
教
授

西
田

晃
一

入
試
主
任

教
授

岡
本

哲
和

学
生
主
任

教
授

塩
村

尊

学
生
相
談
主
事

教
授

伊
藤

俊
秀

▼
工
学
部
▲

学
部
長

教
授

土
戸

哲
明

学
部
長
代
理

教
授

�
田

裕

教
学
主
任

教
授

小
田

廣
和

同

教
授

三
宅

秀
和

入
試
主
任

助
教
授

村
中

徳
明

学
生
主
任

助
教
授

西
山

豊

学
生
相
談
主
事

助
教
授

伊
藤

淳
志

▼
外
国
語
教
育
研
究
機
構
▲

機
構
長

教
授

宇
佐
見
太
市

機
構
長
代
理

教
授

山
本

英
一

機
構
主
任

教
授

菊
地

敦
子（
再
任
）

同

助
教
授

高
橋

秀
彰

▼
大
学
院
▲

法
学
研
究
科
長

教
授

栗
田

�

法
学
研
究
科
長
代
理

教
授

藤
原

稔
弘

経
済
学
研
究
科
長

教
授

楠

貞
義

経
済
学
研
究
科
長
代
理

教
授

佐
藤

真
人

商
学
研
究
科
長

教
授

岩
佐

代
市

商
学
研
究
科
長
代
理

教
授

笹
倉

淳
史

社
会
学
研
究
科
長

教
授

橋
本

敬
造

社
会
学
研
究
科
長
代
理

教
授

雨
宮

俊
彦

工
学
研
究
科
長

教
授

土
戸

哲
明

工
学
研
究
科
長
代
理

教
授

内
山

寛
信

▼
人
権
問
題
研
究
室
▲

室
長

文
学
部
教
授

吉
田

永
宏（
再
任
）

理事長
もり もと せい いち ろう

森本靖一郎氏

第２学舎４号館が
竣 工

新役職者決まる
新しく大学の役職者が決まり、１０月１日付で次のとおり発令された。

新理事会が発足 一
九
三
二
年
十
月
、
奈
良

県
の
生
ま
れ
。
畝
傍
高
校
を

経
て
関
西
大
学
に
入
学
、
文

学
部
国
文
学
科
と
法
学
部
法

律
学
科
を
卒
業
後
、
母
校
に

奉
職
。
六
十
七
年
に
関
西
大

学
教
育
後
援
会
幹
事
長
に
就

任
し
、「
大
学
と
家
庭
の
か
け

橋
」
の
モ
ッ
ト
ー
を
掲
げ
、

教
育
後
援
会
の
充
実
と
発
展

に
心
血
を
注
い
で
き
た
。

「
子
供
の
母
校
は
我
が
母

校
」
と
い
う
強
い
愛
情
を
父
母

が
本
学
に
抱
く
こ
と
を
願
い
、

大
学
と
父
母
と
の
間
に
信
頼
の

絆
を
構
築
し
た
。
い
ま
「
父
母

の
一
日
大
学
」
と
呼
称
さ
れ
る

教
育
後
援
会
総
会
・
学
部
別
教

育
懇
談
会
に
は
、
全
国
各
地
か

ら
五
千
人
を
超
え
る
父
母
が
集

う
。「
教
育
の
礎
は
家
庭
に
あ

り
」
と
い
う
信
念
が
、
法
人
・

大
学
の
積
極
的
な
理
解
と
協
力

を
呼
び
、
他
の
大
学
に
先
駆
け

た
教
育
懇
談
会
の
実
施
に
つ
な

が
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
教
え
る
も
の
と
学
ぶ

も
の
が
一
堂
に
会
し
て
学
問
の

経
験
を
語
ら
い
、
教
示
し
、
倣

い
、
学
ぶ
な
か
で
実
践
さ
れ
る

人
間
教
育
を
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
求

め
、
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
・
飛
鳥

文
化
研
究
所
の
開
設
実
現
に
尽

力
し
た
。

さ
ら
に
父
母
に
対
す
る
就
職

説
明
懇
談
会
の
開
催
や
全
教
育

職
員
を
紹
介
し
た
『
先
生
の
横

顔
』
の
創
刊
等
、
そ
の
先
見
の

企
画
は
驚
き
を
も
っ
て
評
さ
れ

る
こ
と
も
度
々
で
あ
っ
た
。
新

理
事
長
の
卓
越
し
た
発
想
力
か

ら
生
ま
れ
た
そ
れ
ら
の
取
り
組

み
は
、
い
ま
も
後
援
会
活
動
の

根
幹
を
な
し
て
い
る
。

八
十
四
年
か
ら
評
議
員
、
九

十
二
年
理
事
、
常
務
理
事
を
経

て
、
二
〇
〇
〇
年
十
月
か
ら
専

務
理
事
に
就
任
し
、
学
校
法
人

の
財
政
基
盤
を
よ
り
確
固
た
る

も
の
と
し
、
教
育
環
境
の
整
備

充
実
を
図
り
、
魅
力
あ
る
学
園

づ
く
り
に
努
め
て
き
た
。

ま
た
、
日
本
の
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
幹
線
と
本
学
と
の
接
続
の

た
め
、
当
時
の
専
務
理
事
と
し

て
最
大
の
情
熱
を
も
っ
て
取
り

組
み
、
昨
年
度
、
本
学
は
悲
願

の
ス
ー
パ
ー
Ｓ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
接
続

拠
点
校
に
選
定
さ
れ
た
。

「
教
育
職
員
に
は
教
育
研
究

に
専
念
し
て
い
た
だ
き
、
そ
れ

を
学
生
の
教
育
に
有
効
適
切
に

反
映
し
て
い
く
の
が
教
育
研
究

機
関
で
あ
る
大
学
の
目
的
」
と

公
言
し
、
そ
の
遂
行
に
向
け
て

法
人
経
営
の
舵
取
り
を
担
う
。

エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
行
動
力

と
仕
事
へ
の
情
熱
は
、
教
職
員

と
学
生
、校
友
、
父
母
の
「
人
の

親
和
」
を
束
ね
る
。
燃
え
る
よ

う
な
愛
校
心
が
二
年
後
に
待
つ

創
立
百
二
十
周
年
を
超
え
て
、

未
来
に
伸
び
行
く
本
学
の
た
め

に
結
集
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

燃
え
る
よ
う
な
愛
校
心
を
も
っ
て
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大
学
大
学�

ト
ピ
ッ
ク
ス�

大
学�

ト
ピ
ッ
ク
ス�

新 役 職 者 紹 介新 役 職 者 紹 介

大
沼
邦
博
教
授
は
、
一
九
七
二
年

京
都
大
学
法
学
部
を
卒
業
、
引
き
続

き
同
大
学
院
に
進
み
、
七
七

年
本
学
助
手
に
任
用
さ
れ

た
。
専
攻
は
労
働
法
で
あ

る
。
学
界
で
は
、
戦
後
主
流

派
を
形
成
し
た
労
働
法
学
の

最
良
の
部
分
の
継
承
者
と
し

て
確
固
た
る
地
位
を
占
め
て

い
る
。
実
定
労
働
法
の
歴
史

的
性
格
や
基
本
原
理
に
ま
で

さ
か
の
ぼ
っ
て
展
開
さ
れ
る

精
緻
な
解
釈
理
論
や
立
法
政

策
論
は
、
説
得
力
に
富
み
、

立
場
の
異
な
る
研
究
者
か
ら

の
評
価
も
高
い
。
主
著
は
、
集
団
的

労
働
法
の
数
少
な
い
本
格
的
体
系
書

の
『
労
働
団
体
法
上
巻
』（
青
林
書
院

刊
、
恩
師
の
片
岡
京
大
名
誉
教
授
と
の

共
著
）
で
あ
り
、
下
巻
の
早
期

刊
行
を
学
会
関
係
者
一
同
が
切

望
し
て
い
る
。

学
内
で
は
、
広
報
委
員
会
委

員
長
、
自
己
点
検
・
評
価
委
員

会
委
員
長
、
法
学
研
究
科
長
等

の
要
職
を
歴
任
し
、
特
に
研
究

科
長
在
任
中
に
は
、
研
究
科
創

設
以
来
と
い
う
大
改
革
を
実
現

し
て
い
る
。
研
究
科
長
か
ら
法

学
部
長
へ
と
異
例
の
連
投
と
な

る
が
、
「
も
は
や
待
っ
た
な

し
」
の
法
学
部
改
革
へ
の
指
導

力
の
発
揮
を
法
学
部
関
係
者
全
員
が
期

待
し
て
い
る
。

圧
倒
的
な
支
持
を
受
け
て
の
再
任

で
あ
る
。
こ
の
間
の
文
学
部
の
総
合

人
文
学
科
へ
の
改
編
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
人
事
や
学
校
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
推
進
と
い

っ
た
際
立
っ
た
手
腕
へ
の
評

価
の
反
映
で
あ
る
と
と
も

に
、
二
〇
〇
六
年
度
に
迎
え

る
本
格
的
な
改
革
へ
の
期
待

の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
。

本
学
に
着
任
し
て
二
十

年
。こ
の
間
、部
長
代
理
（
二

期
三
年
間
）、
文
学
部
将
来
構

想
委
員
会
委
員
長
、
全
学
自

己
点
検
・
評
価
委
員
会
委
員

お
よ
び
副
委
員
長
な
ど
を
歴
任
、
堅

実
な
手
腕
に
学
内
で
の
評
価
は
き
わ

め
て
高
い
。
専
門
は
西
洋
近
代
史
学

史
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
か
ら
ア
ナ
ー
ル

派
と
守
備
範
囲
は
広
い
が
、
と

く
に
ギ
ボ
ン
の
研
究
が
中
心
。

昨
年
、
長
年
の
成
果
を
学
位
論

文
と
し
て
提
出
、
博
士
（
文

学
）
の
学
位
を
授
与
さ
れ
た
。

一
言
で
い
っ
て
ス
マ
ー
ト
。

そ
の
頭
脳
・
容
貌
は
も
ち
ろ

ん
、
議
論
の
進
め
方
、
総
括
の

仕
方
、
学
生
と
の
接
し
方
な

ど
、
ど
れ
を
と
っ
て
も
ス
マ
ー

ト
で
あ
る
。
加
え
て
有
言
実

行
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は
余
人

の
追
随
を
許
さ
な
い
。
新
し
い

執
行
部
の
メ
ン
バ
ー
と
と
も
に
文
学
部

の
舵
取
り
へ
の
期
待
は
大
き
い
。

教
授
は
、
時
代
を
読
み
社
会
に
積

極
的
に
提
言
す
る
大
学
人
と
し
て
全

国
的
に
知
ら
れ
、
現
在
は
株

主
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
代
表
と
し

て
市
民
株
主
の
立
場
か
ら
、

日
本
の
企
業
社
会
の
あ
り
方

を
問
う
発
言
や
行
動
を
精
力

的
に
展
開
し
て
い
る
。

ま
た
、
教
授
は
日
本
に
お

け
る
経
済
学
教
育
の
あ
り
方

を
い
ち
早
く
問
題
に
し
、
経

済
学
教
育
学
会
の
創
設
に
尽

力
し
た
り
、
経
済
理
論
学
会

の
代
表
幹
事
と
し
て
学
会
の

改
革
に
取
り
組
む
な
ど
、
学

会
活
動
に
お
い
て
も
た
ぐ
い
ま
れ
な

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
き

た
。
教
授
の
こ
の
よ
う
な
社
会
的
活
動

の
基
礎
に
、
現
代
資
本
主
義
論
、
株
式

会
社
論
、
企
業
社
会
論
、
労
働

時
間
論
に
関
す
る
膨
大
な
研
究

が
あ
る
。
代
表
的
な
も
の
に
限

っ
て
も
四
冊
の
単
著
と
四
冊
の

共
著
が
あ
り
、
共
編
著
、
訳

書
、
論
文
、
時
論
の
数
は
驚
く

ほ
ど
多
い
。

教
授
は
授
業
で
も
評
判
が
よ

く
、
森
岡
ゼ
ミ
は
毎
年
希
望
者

が
殺
到
す
る
人
気
ゼ
ミ
で
あ

る
。
教
授
の
Ｈ
Ｐ
も
見
ご
た
え

が
あ
る
。
教
授
の
経
験
と
指
導

力
は
、
経
済
学
部
の
改
革
の
み

な
ら
ず
大
学
全
体
の
進
路
に
も
貢
献
す

る
は
ず
で
あ
る
。

ア
カ
ウ
ン
テ
ィ
ン
グ
・
ス
ク
ー
ル

創
設
に
む
け
て
、
学
部
に
あ
っ
て
も

大
き
な
改
革
が
避
け
ら
れ
な

い
な
か
で
の
学
部
長
就
任
。

本
人
は
、
気
負
う
こ
と
な
く

目
標
に
む
か
っ
て
着
実
に
歩

み
を
進
め
る
の
み
、
と
の

弁
。
大
学
間
、
学
部
間
の
競

争
が
熾
烈
さ
を
増
す
な
か

で
、
改
革
倒
れ
に
な
ら
な
い

よ
う
に
い
か
に
舵
取
り
を
す

る
か
、
そ
の
手
腕
に
期
待
が

か
か
る
。

一
九
七
一
年
横
浜
国
立
大

学
経
済
学
部
を
卒
業
後
、
一

九
七
六
年
京
都
大
学
大
学
院
博
士
課

程
単
位
取
得
、
翌
年
、
大
阪
経
済
大

学
経
済
学
部
に
赴
任
。
同
大
学
教
授
を

経
て
、
一
九
九
五
年
に
本
学
に
着
任
。

専
門
は
財
政
学
、
租
税
論
。
日

本
財
政
学
会
、
日
本
租
税
理
論

学
会
理
事
等
。
昨
秋
ま
で
一
年

間
、
関
西
大
学
在
外
研
究
員
と

し
て
ル
ー
ヴ
ァ
ン
・
カ
ト
リ
ッ

ク
大
学
（
ベ
ル
ギ
ー
）
で
グ
ロ

ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
時
代
に
お

け
る
租
税
政
策
の
あ
り
方
に
つ

い
て
研
究
を
深
め
て
い
た
が
、

今
度
は
一
転
し
て
学
部
運
営
の

中
心
の
役
回
り
に
。
こ
と
に
当

た
っ
て
の
判
断
は
慎
重
な
半

面
、
決
断
後
の
実
行
は
早
い
。

性
格
は
質
実
剛
健
、
改
革
の
時
代
に
打

っ
て
つ
け
の
人
で
あ
る
。

本
学
大
学
院
に
進
学
、
博
士
課
程

単
位
取
得
。
ま
た
、
フ
ル
ブ
ラ
イ
ト

奨
学
生
と
し
て
、
ウ
ィ
ス
コ

ン
シ
ン
大
学
で
社
会
福
祉
学

修
士
号
を
取
得
。
研
究
分
野

は
、
高
齢
社
会
論
を
は
じ

め
、
社
会
政
策
、
ケ
ア
・
サ

ー
ビ
ス
論
等
、
応
用
科
学
と

し
て
の
社
会
福
祉
の
ポ
リ
シ

ー
／
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
探
求

し
て
い
る
。
研
究
の
実
践
と

し
て
、
兵
庫
県
長
寿
社
会
研

究
機
構
の
主
任
研
究
員
を
歴

任
し
、
尼
崎
市
社
会
保
障
審

議
会
会
長
な
ど
、
国
・
自
治

体
・
公
益
法
人
の
公
職
も
多
く
、「
医

療
・
保
健
・
福
祉
計
画
」
・
「
震
災

復
興
計
画
」
・
住
宅
政
策
・
ま
ち
づ
く

り
な
ど
調
査
や
行
政
計
画
に
と
幅
広
く

社
会
活
動
に
参
画
し
て
い
る
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
の

「
創
造
的
復
興
」
を
か
か
げ

て
、
兵
庫
県
や
神
戸
市
の
先
頭

に
立
っ
て
、
さ
ら
に
自
ら
高
齢

者
の
社
会
的
介
護
を
二
十
年
来

論
じ
介
護
保
険
制
度
を
設
計
し

て
き
た
も
の
の
、
こ
と
大
学
行

政
に
つ
い
て
は
、
初
心
者
同
様

と
し
、
大
転
機
の
さ
な
か
に
あ

る
社
会
学
部
の
運
営
の
成
否

は
、
学
生
本
位
で
、
か
つ
教
職

員
一
丸
と
な
っ
た
真
摯
な
努
力

に
か
か
っ
て
い
る
と
、
抱
負
を
語
っ
て

い
る
。

再
任
さ
れ
た
加
藤
隆
先
生
は
、
総

合
情
報
学
部
の
教
員
の
中
で
も
、
ひ

と
き
わ
温
厚
な
先
生
と
し
て

知
ら
れ
て
い
る
。「
や
さ
し
い

顔
」
の
認
知
科
学
研
究
の
第

一
人
者
で
あ
り
、
本
人
が
研

究
成
果
そ
の
も
の
で
あ
る
の

か
、
生
来
の
紳
士
な
の
か

は
、
定
か
で
は
な
い
。
し
か

し
、
ア
ル
コ
ー
ル
は
不
得
手

で
あ
る
も
の
の
、
喫
茶
店
で

甘
い
ケ
ー
キ
を
食
し
な
が
ら

素
朴
な
洒
落
を
連
発
す
る
際

の
、
少
年
時
代
を
髣
髴
さ
せ

る
笑
顔
か
ら
す
る
と
、
後
者

で
あ
ろ
う
と
判
断
し
た
い
。

先
生
は
、
ア
メ
リ
カ
の
Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ

で
Ｐ
ｈ
�
Ｄ
を
取
得
。
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
研

究
所
で
の
研
究
活
動
や
シ
ド
ニ
ー
大
学

理
学
部
で
の
教
鞭
生
活
の
後
、

Ａ
Ｔ
Ｒ
人
間
情
報
通
信
研
究
所

に
招
聘
研
究
員
で
滞
在
し
、
九

十
四
年
に
本
学
に
着
任
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
接
す
る
人

間
情
報
処
理
の
潜
在
特
性
研
究

と
い
う
学
部
の
ユ
ー
ザ
ビ
リ
テ

ィ
の
高
い
領
域
が
、
研
究
対
象

で
あ
る
。
相
談
に
来
る
ゼ
ミ
生

が
絶
え
な
い
が
、
柔
和
な
表
情

で
助
言
を
送
る
の
を
常
と
す

る
。
大
変
な
生
活
を
続
け
て
い

る
が
、
洒
落
た
素
振
り
は
変
わ

ら
ず
。
洒
落
た
学
部
へ
の
舵
取
り
役
を

今
後
も
大
い
に
期
待
し
て
い
る
。

大
学
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し

く
、
早
急
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
問
題
が
山
積
し
て
い

る
。
工
学
部
に
お
い
て
も
、

学
部
と
大
学
院
の
一
体
化
を

図
る
な
ど
改
革
が
進
め
ら
れ

て
い
る
が
、「
魅
力
の
あ
る
工

学
部
」
を
創
成
す
る
た
め
に

は
、
よ
り
一
層
の
改
革
推
進

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

新
学
部
長
に
就
任
し
た
土

戸
哲
明
教
授
は
、
一
九
九
〇

年
、
大
阪
大
学
か
ら
本
学
に

着
任
し
た
。
非
常
に
温
厚
で

実
直
な
人
柄
で
、
学
会
の
理

事
や
支
部
長
を
務
め
る
な
ど
、
人
望

も
厚
い
。
こ
れ
ま
で
に
、
学
生
部
長

代
理
、
工
学
研
究
科
長
代
理
を
歴
任

し
、
工
学
研
究
科
改
革
で
は
そ
の
下
地

を
築
く
な
ど
、
持
前
の
実
行
力

を
遺
憾
な
く
発
揮
し
て
い
る
。

専
門
は
生
物
制
御
工
学
で
あ

り
、食
品
、医
薬
・
医
療
、環
境
に

お
け
る
微
生
物
の
生
育
、
生
存

の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
目
的
に
、

ス
ト
レ
ス
に
対
す
る
生
物
機
能

の
基
礎
的
解
析
と
そ
の
応
用
に

つ
い
て
研
究
し
て
い
る
。

工
学
部
の
運
営
に
お
い
て

も
、
様
々
な
状
況
に
応
じ
た
綿

密
な
解
析
と
的
確
な
「
工
学
部

発
展
に
向
け
た
改
革
」
へ
の
取

組
み
が
大
い
に
期
待
さ
れ
る
。

一
九
五
〇
年
二
月
、
愛
知
県
一
宮

市
生
ま
れ
。
出
身
学
部
は
奈
良
教
育

大
学
、
大
学
院
修
士
課
程
は

大
阪
教
育
大
学
、
大
学
院
博

士
課
程
後
期
課
程
は
本
学
。

近
畿
大
学
専
任
講
師
・
助
教

授
を
十
二
年
間
務
め
た
後
、

本
学
文
学
部
助
教
授
と
な

り
、
九
二
年
文
学
部
教
授
に

昇
任
。

若
い
時
は
デ
ィ
ケ
ン
ズ
の

作
品
読
解
や
文
芸
雑
誌
の
編

集
と
い
う
文
学
三
昧
の
毎
日

を
送
っ
た
が
、
総
合
情
報
学

部
創
設
に
力
を
尽
し
た
の
を

契
機
に
、
ま
た
四
回
の
学
内
移
籍
を

経
験
す
る
中
で
、
外
国
語
教
育
の
大

切
さ
を
痛
感
。
今
や
「
言
語
・
文
化
・

教
育
」
の
統
合
を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し

て
い
る
。
学
会
活
動
も
幅
広
く

な
り
、
優
れ
た
後
進
を
育
成
す

べ
く
理
事
や
監
事
の
要
職
も
務

め
る
。
教
室
で
は
豊
富
な
話
題

と
情
熱
の
こ
も
っ
た
話
ぶ
り
に

惹
か
れ
る
学
生
も
多
い
。

こ
れ
ま
で
機
構
長
代
理
を
三

年
、
評
議
員
を
四
年
務
め
て
い

る
。
そ
の
経
験
も
踏
ま
え
、「
言

語
」、
そ
し
て
背
景
に
あ
る
「
文

化
」
の
教
育
と
研
究
を
通
し

て
、
機
構
を
「
知
的
創
造
の
拠

点
」
と
す
る
こ
と
を
め
ざ
す
教

授
の
意
気
込
み
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て

い
る
。

吉
田
永
宏
教
授
は
、
人
権
問
題
研

究
室
長
を
す
で
に
三
期
務
め
て
き
た

人
で
あ
る
。
こ
の
間
、
研
究

室
開
設
二
十
五
周
年
記
念
の

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開

催
、
公
開
講
座
開
講
十
周
年

記
念
行
事
「
関
西
大
学
吹
田

市
民
人
権
講
座
」
の
開
催
な

ど
、
研
究
室
の
発
展
に
大
き

な
実
績
を
残
し
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
成
果
は
、
研
究
室
の

活
動
が
、
国
際
的
な
レ
ベ
ル

で
も
、
ま
た
吹
田
市
民
と
の

結
び
つ
き
と
い
う
地
域
と
の

関
係
に
お
い
て
も
、
め
ざ
ま

し
く
発
展
し
て
い
る
こ
と
の
証
左
で

あ
る
。

吉
田
教
授
の
専
攻
は
日
本
近
代
文
学

で
、
常
に
人
間
性
と
現
代
性
を
軸
に
研

究
を
進
め
て
お
り
、
最
近
の
論

文
で
も
、
小
田
実
、
田
中
康

夫
、
金
時
鐘
な
ど
と
阪
神
・
淡

路
大
震
災
を
テ
ー
マ
に
文
学
と

現
代
社
会
の
か
か
わ
り
に
つ
い

て
検
証
さ
れ
た
。
部
落
問
題
や

在
日
問
題
、
沖
縄
問
題
な
ど
現

地
調
査
に
積
極
的
に
出
か
け
て

い
る
が
、
旺
盛
な
行
動
力
が
研

究
を
支
え
て
い
る
。
鋭
い
批
判

精
神
と
豊
か
な
人
間
性
と
活
発

な
行
動
力
を
兼
ね
備
え
た
吉
田

教
授
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
大

い
に
期
待
さ
れ
る
。

学
位
記
授
与
式
が
、
九
月
二
十
五
日

（
土
）
関
西
大
学
百
周
年
記
念
会
館
で

行
わ
れ
、
次
の
九
氏
に
関
西
大
学
か
ら

学
位
が
授
与
さ
れ
た
。

被
授
与
者
の
学
位
お
よ
び
博
士
論
文

名
は
次
の
と
お
り
。

【
課
程
博
士
】

○
中
村

善
雄
／
博
士
（
文
学
）

「
ヘ
ン
リ
ー
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
諸
作
品

に
み
る
表
象
文
化
と
眼
差
し
の
政
治

学
」

○
木
村

知
実
／
博
士
（
文
学
）

「
魯
迅
と
美
術
」

○
牧
野

格
子
／
博
士
（
文
学
）

「
謝
冰
心

ア
メ
リ
カ
留
学
時
期
の
研

究
」

○
片
上

廣
子
／
博
士
（
文
学
）

「
近
世
蝦
夷
地
の
水
産
業
の
地
域
的
展

開
と
地
域
の
形
成
」

○
小
榑

雅
章
／
博
士
（
社
会
学
）

「
企
業
の
向
社
会
的
経
営
を
促
進
す
る

要
因
の
研
究
―
企
業
と
市
民
・
消
費
者

と
の
社
会
的
相
互
作
用
を
基
軸
に
―
」

【
論
文
博
士
】

○
蘆
田

東
一
／
博
士
（
法
学
）

「
日
本
近
世
幕
藩
体
制
超
克
の
法
・
政

治
思
想
―
人
倫
的
世
界
の
法
を
軸
に
し

て
―
」

○
小
谷

利
明
／
博
士
（
文
学
）

「
畿
内
戦
国
期
守
護
と
地
域
社
会
」

○
下
村

作
次
郎
／
博
士
（
文
学
）

「
台
湾
近
代
文
学
の
諸
相
―
１
９
２
０

年
か
ら
１
９
４
９
年
―
」

○
林

英
夫
／
博
士
（
社
会
学
）

「
郵
送
調
査
法
」

●
関
西
大
学
と
吹
田
市
と
の
地
域
連

携
に
関
す
る
協
定
を
締
結

八
月
五
日
、
阪
口
善
雄
吹
田
市
長

と
河
田
悌
一
学
長
と
の
間
で
、
地
域

連
携
に
関
す
る
基
本
協
定
の
調
印
が

行
わ
れ
た
。
こ
の
協
定
は
歴
史
的
・

文
化
的
資
源
の
活
用
お
よ
び
知
的
・

人
的
資
源
の
交
流
を
図
る
こ
と
に
よ

り
、
産
業
、
教
育
、
文
化
、
ま
ち
づ

く
り
等
の
分
野
に
お
い
て
、
双
方
の

発
展
と
充
実
に
寄
与
し
、
地
域
連
携

を
積
極
的
に
推
進
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
市
や

地
元
企
業
へ
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

学
生
の
受
入
れ
、
学
生
を
市
内
の
小

中
学
校
に
ス
ク
ー
ル
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

や
学
校
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
し
て

派
遣
、
大
学
主
催
に
よ
る
市
民
向
け

各
種
講
座
の
開
講
等
の
事
業
を
推
進

す
る
。
さ
ら
に
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ

ネ
ス
の
育
成
、
市
職
員
の
大
学
院
へ

の
受
入
れ
、
学
生
の
ア
イ
デ
ア
を
取

り
入
れ
た
産
業
活
性
化
策
の
検
討

等
、
様
々
な
連
携
協
力
を
推
進
し
て

い
く
予
定
で
あ
る
。

●
「
関
西
大
学
寄
附
講
座
に
関
す
る

取
扱
規
程
」
の
制
定

学
術
に
関
す
る
社
会
的
要
請
ま
た

は
教
育
・
研
究
の
多
様
化
・
国
際
化

の
推
進
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
本
学
の
学
部
ま
た
は
研
究
科
に

寄
附
講
座
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
よ

う
標
記
規
程
を
制
定
し
た
。
施
行
期

日
は
平
成
十
六
年
九
月
九
日
。

●
関
西
四
大
学
学
長
フ
ォ
ー
ラ
ム
の

開
催十

一
月
十
三
日
（
土
）
十
三
時
よ

り
東
京
・
有
楽
町
の
よ
み
う
り
ホ
ー

ル
に
て
「
関
西
四
大
学
学
長
フ
ォ
ー

ラ
ム
―
い
ま
私
立
大
学
に
で
き
る
こ

と
〜
関
西
か
ら
の
提
言
〜
」
を
開
催

す
る
。

こ
れ
は
、関
西
の
四
私
立
大
学
（
関

西
大
学
、
関
西
学
院
大
学
、
同
志
社

大
学
、
立
命
館
大
学
）
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
気
風
・
伝
統
・
個
性
を
生
か

し
、
関
西
に
内
在
す
る
パ
ワ
ー
を
表

舞
台
に
引
き
上
げ
て
い
く
こ
と
を
目

的
と
し
て
実
施
す
る
も
の
で
あ
る
。

四
大
学
の
学
長
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
ほ
か
、
大
森
一

樹
氏
（
映
画
監
督
）、
大
宅
映
子
氏

（
評
論
家
）
に
よ
る
講
演
を
予
定
し

て
い
る
。
詳
細
は
本
学
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
上
に
て
掲
載
す
る
。

大沼 邦博 法学部長

改革へ指導力発揮を

鶴田 �巳 商学部長

着実な歩み、質実剛健

土戸 哲明 工学部長

温厚で実直、厚い人望

芝井 敬司 文学部長

抜群のリーダーシップ

松原 一郎 社会学部長

行政計画推進に活躍

宇佐見太市 外国語教育
研究機構長

言語と文化に情熱

森岡 孝二 経済学部長

時代を読み積極提言

加藤 隆 総合情報学部長

温厚篤実、ユーモアも

人権問題
研究室長

吉田 永宏

行動する文学研究者

（２）平成１６年（２００４年）１０月１５日第 ３２０ 号
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文
部
科
学
省
に
お
い
て
、
特

に
優
れ
た
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
選
定
し
、
重
点
的
な
財
政
支

援
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
高
等

教
育
の
活
性
化
を
促
進
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
各
種
の
教
育

支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
実
施
さ
れ

て
い
る
。

本
学
は
、
今
回
各
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
計
三
件
（
共
同
申
請
を
含

む
）
の
申
請
を
行
い
、
す
べ
て

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
採
択
さ
れ

た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
内
容
は
つ

ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

法
科
大
学
院
等
専
門
職
大
学

院
形
成
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
実
践
的
教
育
推
進
プ
ロ
グ

ラ
ム
」

採
択
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名
�

司
法
過
疎
問
題
解
消
に
貢
献

す
る
法
曹
の
養
成
―
「
リ
ー

ガ
ル
・
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
の
地

方
展
開
―

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
Ｗ

ｅ
ｂ
ビ
デ
オ
会
議
シ
ス
テ
ム
に

よ
り
司
法
過
疎
地
と
法
科
大
学

院
を
結
び
、「
リ
ー
ガ
ル
・
ク
リ

ニ
ッ
ク
」
を
行
う
と
と
も
に
、

司
法
過
疎
地
へ
教
員
と
大
学
院

生
が
出
向
い
て
出
張
法
律
相
談

を
実
施
す
る
試
み
で
あ
る
。
将

来
の
法
曹
を
育
て
る
法
科
大
学

院
に
お
け
る
法
実
務
教
育
を
よ

り
実
り
多
い
も
の
と
す
る
と
同

時
に
、
司
法
過
疎
地
域
の
人
び

と
に
も
、
法
律
相
談
に
お
い
て

適
切
な
法
的
助
言
を
受
け
る
機

会
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、「
教
育
高
度
化
推
進
プ

ロ
グ
ラ
ム
」に
関
し
て
も
、本
学

を
は
じ
め
と
す
る
十
大
学
で
共

同
申
請
を
行
っ
て
い
た
「
実
務

基
礎
教
育
の
在
り
方
に
関
す
る

調
査
研
究
」
が
採
択
さ
れ
た
。

現
代
的
教
育
ニ
ー
ズ
取
組
支

援
プ
ロ
グ
ラ
ム

採
択
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名
�

進
化
す
るe

�
L
e
a
rn
in
g

の
展
開
―
授
業
と
学
習
の
統

合
的
支
援
お
よ
び
教
授
法
と

学
習
コ
ン
テ
ン
ツ
の
共
有
化
―

こ
の
取
り
組
み
は
、
新
た
に

開
発
し
た
授
業
支
援
型

e�
L
e
a
rn
in
g

シ
ス
テ
ム
に

よ
り
、
正
課
教
育
に
お
け
る
授

業
と
予
習
・
復
習
の
有
機
的
な

サ
イ
ク
ル
を
形
成
し
、
個
別
に

学
生
の
自
発
的
学
習
を
支
援

し
、
教
育
の
質
を
高
め
よ
う
と

す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
良

質
な
授
業
コ
ン
テ
ン
ツ
の
蓄
積

と
公
開
に
よ
り
、
授
業
改
善
に

役
立
て
た
り
、
学
生
に
よ
る
授

業
評
価
な
ど
も
組
み
込
む
こ
と

で
学
生
の
授
業
満
足
度
と
知
的

向
上
心
の
高
揚
を
め
ざ
し
た
学

習
支
援
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

（
学
長
秘
書
課
）

本
紙
三
百
十
五
号
で
既
報
の

と
お
り
、
本
学
は
、
平
成
十
六

年
度
新
規
設
置
ス
ー
パ
ー
Ｓ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
Ｔ
接
続
拠
点
機
関
に
選
定

さ
れ
、
十
月
一
日
か
ら
ス
ー
パ

ー
Ｓ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
の
運
用
が
開
始

さ
れ
た
。

ス
ー
パ
ー
Ｓ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
の
接

続
拠
点
は
全
国
で
三
十
機
関（
国

立
十
一
大
学
、
国
立
十
五
研
究

所
、
私
立
四
大
学
）
あ
り
、
本

学
に
接
続
拠
点
が
設
置
さ
れ
た

こ
と
に
よ
っ
て
、
超
高
速
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
て
、
分
散

型
共
同
研
究
や
大
容
量
デ
ー
タ

の
共
用
・
活
用
等
が

可
能
に
な
り
、
本
学

の
先
端
的
学
術
研
究

の
さ
ら
な
る
推
進
が

図
ら
れ
、
わ
が
国
の

先
端
的
学
術
研
究
に

大
い
に
貢
献
す
る
こ

と
に
な
る
。

ス
ー
パ
ー
Ｓ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

Ｔ
と
は

文
部
科
学
省
国
立

情
報
学
研
究
所
が
運

用
す
る
「
Ｓ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

Ｔ
」
は
、
昭
和
六
十

二
年
に
運
用
開
始

し
、
国
内
の
大
学
・

短
期
大
学
・
研
究
機

関
等
約
七
百
五
十
機

関
（
平
成
十
六
年
三

月
現
在
）
を
高
速
通

信
回
線
で
接
続
す

る
、
学
術
情
報
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
。

新
た
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
展
開

と
し
て
生
ま
れ
た
「
ス
ー
パ
ー

Ｓ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
」
は
、
国
の
Ｉ
Ｔ

戦
略
本
部
が
平
成
十
三
年
三
月

に
発
表
し
た
「
ｅ
―
Ｊ
ａ
ｐ
ａ

ｎ
重
点
計
画
」
に
採
り
上
げ
ら

れ
た
、
毎
秒
十
�
�
の
超
高
速

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
幹
線
（
バ
ッ

ク
ボ
ー
ン
）
で
、
平
成
十
四
年

一
月
か
ら
国
立
情
報
学
研
究
所

が
運
用
し
て
い
る
。

ス
ー
パ
ー
Ｓ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
が
対

象
と
す
る
研
究
分
野
は
「
高
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
核
融
合
科
学
」、「
宇

宙
科
学
・
天
文
学
」、「
遺
伝
子

情
報
解
析
（
バ
イ
オ
イ
ン
フ
ォ

マ
テ
ィ
ク
ス
）」、「
ス
ー
パ
ー
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
等
を
連
動
す
る
分

散
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
（
Ｇ

Ｒ
Ｉ
Ｄ
）」、「
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
」
の
五
分
野
で
、
大
学
等
研

究
機
関
を
接
続
し
、
こ
れ
ら
の

研
究
の
情
報
基
盤
と
し
て
用
い

ら
れ
て
い
る
。

関
西
大
学
学
術
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
充
実

ス
ー
パ
ー
Ｓ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
接
続

拠
点
設
置
に
よ
り
、
ス
ー
パ
ー

Ｓ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
と
千
里
山
キ
ャ
ン

パ
ス
は
一
�
�
で
接
続
し
、
千

里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
と
高
槻
キ
ャ

ン
パ
ス
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は

近
々
一
�
�
で
接
続
す
る
。

ま
た
、
上
記
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
高
速
化
に
対
応
す
る
た
め
、

接
続
機
器
（
ル
ー
タ
等
）
を
更

新
し
、
フ
ァ
イ
ア
ウ
ォ
ー
ル
等

の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
機
器
は
高
速

・
高
機
能
化
対
応
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
に
お

い
て
、
従
来
か
ら
利
用
し
て
き

た
商
用
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
プ
ロ

バ
イ
ダ
（
Ｗ
Ｃ
Ｎ
・
ス
ー
パ
ー

Ｏ
Ｃ
Ｎ
）
も
あ
わ
せ
て
活
用

し
、
負
荷
分
散
と
障
害
発
生
に

対
す
る
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
機
能
を

あ
わ
せ
も
つ
運
用
を
続
け
て
い

く
。こ

の
よ
う
に
各
キ
ャ
ン
パ
ス

内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
高
速
化

を
推
進
す
る
た
め
に
、
年
次
計

画
で
ギ
ガ
ビ
ッ
ト
化
に
取
り
組

ん
で
い
る
。（

Ｉ
Ｔ
セ
ン
タ
ー
）

法
科
大
学
院
教
授

栗
原

宏
武

大
阪
府
生

ま
れ
。
昭
和

三
十
七
年
本

学
法
学
部
卒

業
、
昭
和
三
十
九
年
同
大

学
院
法
学
研
究
科
修
士
課

程
修
了
、
司
法
試
験
合

格
。
昭
和
四
十
二
年
京
都

地
裁
判
事
補
、
平
成
三
年

東
京
高
裁
判
事
、
平
成
九

年
大
阪
地
裁
上
席
判
事
、

平
成
十
年
奈
良
地
家
裁
所

長
、
平
成
十
二
年
大
阪
高

裁
部
総
括
判
事
、
平
成
十

三
年
よ
り
大
阪
家
裁
所

長
。
本
学
に
は
本
年
九
月

着
任
。
専
門
は
刑
法
・
少

年
法
。
趣
味
は
俳
句
・
ゴ

ル
フ
等
。

関
西
大
学
ソ
シ
オ
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
戦
略
研
究
セ
ン
タ
ー
（
セ

ン
タ
ー
長
�
鵜
飼
康
東
教
授
）

は
、
七
月
二
十
四
日
、M

ar-
sh
all
V
an
A
lstyn

e

ボ
ス
ト
ン
大
学
準
教
授
兼
マ
サ

チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
客
員

準
教
授
、P

h
ilip

M
.

P
apadopoulos

カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア
大
学
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ

校
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
セ

ン
タ
ー
研
究
班
長
等
の
研
究
者

を
迎
え
、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と

グ
リ
ッ
ド
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン

グ
の
政
治
経
済
学
」
と
題
し
た

国
際
会
議
を
開
催
し
た
。

本
学
と
富
士
通
研
究
所
を
Ｉ

Ｓ
Ｄ
Ｎ
回
線
で
結
び
、
専
門
家

研
究
会
に
四
十
五
人
、
公
開
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
九
十
八
人
が
参

加
し
、
情
報
通
信
技
術
の
最
新

状
況
と
、
政
治
・
経
済
分
析
へ

の
応
用
に
つ
い
て
討
議
が
交
わ

さ
れ
た
。
ま
た
、
会
議
終
了
後

に
、国
際
学
会
�T

h
e
S
o-

ciety
of
S
ocion

et-
w
ork

S
trategies

�

が
、
四
十
二
人
の
賛
同
を
得
て

設
立
さ
れ
、
満
場
一
致
で
鵜
飼

教
授
が
初
代
会
長
に
選
ば
れ

た
。本

学
会
は
社
会
的
に
注
目
さ

れ
、
七
月
二
十
二
日
付
朝
日
新

聞
朝
刊
に
大
き
く
掲
載
さ
れ
て

い
る
。

（
ソ
シ
オ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
戦
略

研
究
セ
ン
タ
ー

ポ
ス
ト
・
ド

ク
ト
ラ
ル
・
フ
ェ
ロ
ー

横
見

宗
樹
）

�
交
換
受
入
研
究
者

◇
北
京
大
学
（
中
国
）
の
韋
民

講
師
が
九
月
二
十
一
日
〜
来
年

三
月
二
十
日
の
予
定
で
来
学
。

法
学
部
孝
忠
延
夫
教
授
受
入
れ

の
も
と
、「
国
家
を
越
え
た
（
多

国
籍
）
企
業
と
国
際
関
係
」
に

つ
い
て
共
同
研
究
を
行
う
。
研

究
者
間
の
交
流
に
努
め
、
法
学

部
で
講
演
会
を
開
催
す
る
。

◇
東
北
大
学
（
中
国
）
の
趙
新

軍
副
教
授
が
九
月
二
十
七
日
〜

十
二
月
二
十
七
日
の
予
定
で
来

学
。
工
学
部
内
山
寛
信
教
授
受

入
れ
の
も
と
、
「
機
械
デ
ザ
イ

ン
と
理
論
」
に
つ
い
て
共
同
研

究
や
実
験
実
習
を
行
う
。

◇
遼
寧
大
学
（
中
国
）
の
曽
祥

瑞
副
教
授
が
十
月
一
日
〜
十
一

月
三
十
日
の
予
定
で
来
学
。
法

務
研
究
科
亀
田
健
二
教
授
受
入

れ
の
も
と
、「
訴
訟
法
と
日
本
自

治
体
に
関
す
る
問
題
」
に
つ
い

て
共
同
研
究
を
行
う
。

�
招
へ
い
研
究
員

◇
中
国
教
育
部
中
央
教
育
研
究

所
の
李
水
山
主
任
が
十
月
一
日

〜
十
一
月
三
十
日
の
間
、
文
学

部
岡
村
達
雄
教
授
受
入
れ
の
も

と
、「
北
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
教

育
改
革
と
相
互
的
影
響
」
に
関

す
る
研
究
を
行
う
。
中
国
・
日

本
・
韓
国
の
三
国
の
共
同
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
組
織
し
て
、
今
日

の
教
育
改
革
の
主
導
理
念
、
方

法
、
実
態
、
成
果
な
ど
を
評
価

し
う
る
研
究
を
め
ざ
す
。

本
学
で
は
、
先
端
科
学
技
術

推
進
機
構
に
産
学
連
携
セ
ン
タ

ー
を
設
置
し
、
研
究
成
果
の
社

会
へ
の
還
元
を
目
的
に
産
学
連

携
事
業
を
進
め
て
い
る
。
こ
の

た
び
、
国
の
事
業
と
し
て
建
設

さ
れ
大
阪
府
が
運
営
す
る
二
十

一
世
紀
の
も
の
づ
く
り
総
合
支

援
施
設
「
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
・

コ
ア
東
大
阪
」
に
関
西
大
学
産

学
連
携
オ
フ
ィ
ス
東
大
阪

サ
テ
ラ
イ
ト
を
開
設
し
た

�
写
真
。

本
学
で
は
大
阪
東
部
地

域
に
お
い
て
、
既
に
数
多

く
の
企
業
が
参
画
す
る
研

究
会
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

立
ち
上
げ
、
地
域
密
着
型

の
産
学
官
連
携
事
業
を
推

進
し
て
い
る
が
、
こ
の
サ

テ
ラ
イ
ト
を
新
た
な
拠
点
に
、

よ
り
一
層
の
事
業
の
発
展
を
め

ざ
し
て
い
る
。
オ
フ
ィ
ス
は
研

究
成
果
の
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
と
し

て
位
置
づ
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
情

報
の
提
供
を
行
う
だ
け
で
な

く
、
校
友
企
業
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
作
り
を
試
み
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
、
大
学
の
第
三

の
使
命
で
あ
る
社
会
貢
献
に
寄

与
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、教

学
理
念「
学
の
実
化
」の
具
現
化

で
も
あ
る
と
言
え
る
。

（
先
端
科
学
技
術
推
進
機
構
事

務
室
）

春
学
期
卒
業
式

秋
学
期
入
学
式

総
合
情
報
学
部

総
合
情
報
学
部
は
九
月
十
七

日
（
金
）
十
一
時
か
ら
高
槻
キ

ャ
ン
パ
ス
Ａ
棟
第
一
会
議
室
で

春
学
期
卒
業
式
を
、
ま
た
十
三

時
か
ら
秋
学
期
入
学
式
を
挙
行

し
た
。

今
期
の
卒
業
生
は
十
七
人
。

今
後
、
新
学
士
と
し
て
情
報
化

社
会
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に

お
い
て
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
。

ま
た
、
入
学
生
は
帰
国
生
徒

三
人
、
外
国
人
留
学
生
四
人
の

計
七
人
で
あ
っ
た
。

地
方
教
育
懇

談
会
を
開
催

全
国
１５
都
市

関
西
大
学
と
関
西
大
学
教
育

後
援
会
で
は
、
本
年
度
も
地
方

教
育
懇
談
会
を
開
催
し
、
盛
会

裡
に
終
了
し
た
。

開
催
日
・
開
催
地
・
出
席
者

数
は
、
次
の
と
お
り
。

八
月
一
日（
日
）

福
岡
市

一
六
五

高
松
市

一
五
一

八
月
三
日（
火
）

長
崎
市

二
一

高
知
市

四
六

八
月
六
日（
金
）

岐
阜
市

九
八

別
府
市

五
〇

八
月
八
日（
日
）

金
沢
市

一
二
七

宮
崎
市

四
七

八
月
二
十
七
日（
金
）

松
江
市

五
〇

静
岡
市

四
六

八
月
二
十
九
日（
日
）

広
島
市

一
七
四

四
日
市
市

七
九

九
月
十
二
日（
日
）

長
野
市

四
〇

仙
台
市

五
〇

な
お
、
十
一
月
二
十
日

（
土
）
に
和
歌
山
市
で
教
育
懇

談
会
を
開
催
す
る
。

上
田
達
三
氏
（
う
え
だ
・
た
つ

ぞ
う
�
名
誉
教

授
・
元
社
会
学

部
教
授
）

九
月
二
十
二

日

午
前
四
時
二
十
五
分
に
死

去
。七
十
六
歳
。昭
和
二
十
七
年

三
月
本
学
大
学
院
経
済
学
研
究

科
修
士
課
程
修
了
。
昭
和
四
十

三
年
四
月
本
学
着
任
。四
十
九
年

に
教
授
。社
会
学
部
長
、経
済
・
政

治
研
究
所
長
を
歴
任
。平
成
十
一

年
三
月
定
年
退
職
。専
門
は
中
小

企
業
論
。

接続後

１Gbps

１Gbps

※１Gbps は１０００Mbps

接続前

１５Mbps

５０Mbps

SINET・
千里山キャン
パス間

千里山キャン
パス・高槻キ
ャンパス間

全
国
３０
機
関
に
超
高
速
接
続

先
端
的
学
術
研
究
さ
ら
に
向
上

ソシオネットワーク戦略研究センター

第
２
回
国
際
会
議
開
催

国
際
学
会
を
設
立東大阪サテライト

開 設

産学連携オフィス

本
学
の
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

文
部
科
学
省
教
育
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
採
択

訃

報

新
任
教
員
紹
介

平成１６年（２００４年）１０月１５日第 ３２０ 号（３）



1886（明治19）年11月、大阪西区の願宗寺に関西
法律学校が誕生した。同年12月の開校時より、経済学
の講義が重視され､野村 吉によってミルやフォーセッ
トなどのイギリス古典派経済学、手塚太郎によってケネ
ー、セーなどのフランス経済学が講義された。大阪市西
区江戸堀に2階建校舎を新築した関西法律学校は、
1903（明治35）年11月、専門学校令による専門学校
として認可をうけた。本科に経済学科が新設され、認可
されたのは、1904（明治37）年7月であった。ここに
経済学部は、産声をあげる。1905（明治38）年1月、
関西法律学校は、私立関西大学と改称され、1906（明
治39）年12月には北区上福島の福島学舎に移転した。

私立関西大学は、1922（大正11）年6月5日、千里
山に学舎が新設され､大学令によって大学に昇格する。
1924（大正13）年4月、商学部に経済学科が設置され
たが､同年8月､商学部は経済学部と改称され、商業学科
と経済学科が設置されることになった。1929（昭和4）
年には、2年以上の教育課程をもつ大学院（法文学部研
究科、経済学部研究科）が設置されている。第二次世界
大戦中､1942（昭和17）年には、商業学科は商学科と
改称され､経済学部は再び経商学部に改称された。また、
1944（昭和19）年、商学科の廃止にともない、経済学
科1学科の経済学部に名称が変更されている。

関西大学において経済学の教育と研究に本格的な取り
組みが行われるようになったのは､1921（大正10）年、
宮島綱夫が経済学部教授として迎えられて以後のことに
属する。5年後の1926（大正15）年には、大学部に所
属した31人の教員の中で経済学関係の科目を担当して
いたのは､宮島綱夫、岩崎卯一（社会政策）、沖中恒幸
（経済学、経済史､経済書研究）、小川郷太郎（財政学）、
田辺信太郎（商業史、商業政策）、山村喬（工業政策）、
森下政一（財政学、英語経済）であった。
昭和恐慌の時代に、関西大学の充実が図られていった。

この時期に採用された教授陣の中に、経済学部関係の担
当者としては、第二次世界大戦後の経済学部の建設に重
要な役割を演じた正井敬次、水谷揆一、森下政一、矢口
孝次郎などが含まれていた。

1948（昭和23）年3月、関西大学は、学校教育法に
よる新制大学として認可され、法学部（第1部、第2部）、
文学部（第1部、第2部）、経済学部（第1部、第2部）お
よび商学部（第1部、第2部）の4学部体制で発足した。
戦後の経済学部の専門教育科目は、主要科目にあたる

第一類と関連科目にあたる第二類に区分され、以下のよ
うな構成で出発した。
第一類には、経済原論、経済史、経済政策、財政学、

統計学、国際経済論、金融経済論、外国経済書購読（英、
独、仏）、経済学演習が配当され､第二類には、経済原論
特殊研究、経済史特殊研究、財政学特殊研究、経済変動
論、国際金融論、経営経済学、工業経済学、商業経済学、
農業経済学、交通経済学、市場論、貨幣論、銀行信託論、
保険経済論、会計学総論、簿記概論、日本経済史、日本
産業論、経済地理学、外国経済事情、経済哲学、社会学、
社会政策、社会思想史、新聞学、憲法、行政法（総論、
各論）、民法、商法、国際法、会社法が配当されていた。
関西大学が創立70周年を迎えた1956（昭和31）年

より、経済学部の専門科目は、必修科目（英書、ドイツ
書、フランス書）、第一類科目（経済学演習を含む主要
科目）、第二類科目（関連科目）と区分されるようにな
った。

1960年代半ばの大学志願者の急増期を控えた1964
（昭和39）年には、経済学部の専門教育科目は、主要科
目と関連科目に区分され、その後、このカリキュラムの
基本的な枠組みは、1973（昭和48）年まで維持された。
ところで、1973（昭和48）年には経済学部の専門教

育科目には、必修科目が定められ､選択科目は第1類と第
2類に区分された。翌年には、これらの区分に加えて、
選択科目は10種の科目群に分類された。経済原論はⅠ
～Ⅳまでに分けられ､経済原論Ⅰ・Ⅱでは近代経済学
（ミクロ経済学とマクロ経済学）、経済原論Ⅲ・Ⅳではマ
ルクス経済学が講義されることになった。また、10種
の科目群の内訳は、第1群理論・統計、第2群金融・財
政、第3群歴史・学史、第4群経済政策、第5群産業論、
第6群社会政策、第7群国際経済、第8群経営・会計、第
9群法律・その他、第10群特殊講義である。
次いで、1979（昭和54）年のカリキュラム改正で

は､経済学部の専門教育科目は、必修科目と選択科目に

区分され、経済学演習以外の選択科目は、多少の調整を
経て10群に分類された。主たる改正点は、少人数教育
を目指した基礎経済学の導入と経済原論の区分名称の変
更（IA, IB, IIA, IIB）であった。
1980年代に入り､国際化と情報化の大きな流れが生じ

る中で、関西大学もそうした動きに対応を迫られる。ま
た、1991（平成３）年の大学設置基準大綱化実施をひ
かえ、1980年代後半には、日本の各大学は、教学諸制
度の改革への取り組み、入試制度や学生支援策の検討、
大学イメージの向上をはかる諸戦略の構築など、多種多
様な制度改革へ積極的に取り組む姿勢を示し始めた。こ
うした動きは、経済学部の教育と研究の改革に刺激を与
えることになった。

1990年代になって、経済学部を取り囲む教育と研究
の環境変化の中で､学部教育のシステムを社会のニーズ
に対応できるように各種の改革が行われてきた。第2部
の千里山キャンパスへの移転を前にして、経済学部では
カリキュラムの改革について議論が行われ、その結果､
1995（平成7）年には、経済学部の専門科目は、基礎
科目、選択必修科目、選択科目に分類され、経済学演習
以外の選択科目には３分野制－「理論・政策分野」、「産
業・国際分野」、「歴史・社会分野」－が導入された。少
人数教育をめざし、学部学生に対する専任教員による指
導を高める基礎科目としては基礎経済学、基礎経済英語、
経済英語の3科目が設置され､それらは履修義務科目とさ
れた。その他、経済学特殊講義などを配置した「分野共
通科目」、商学部の関連科目を配置した「経営・会計系
科目」、法学部の関連科目を配置した「法律・政治系科
目」の各科目群が整備された。
カリキュラム改革では、受け入れた学生にどのような

教育を行うかについても検討された。関西大学では、専
門教育と並んで基礎的な教養教育の改革に着手し､1997
（平成9）年より教養改革（第2部では1998〈平成10〉
年）が実施され、教養科目は半期2単位かつテーマ付き

の科目となった。経済学部では、1998（平成10）年よ
り専門科目の教育効果の向上を期待して独自に半期集中
のセメスター制を導入した。
2003（平成15）年、関西大学では、1世紀以上の歴

史の中でこれまでにない思い切った教学体制の革新が行
われた。それは、第1部および第2部を廃止し、全学で
昼夜開講制（デイタイムコース、フレックスコース）が
導入されたことである。こうした動きに対応して経済学
部でもカリキュラムの改正を含めてさまざまな制度的革
新が求められることになった。

2003（平成15）年の昼夜開講制の実施にともなうカ
リキュラムの改革では、専門教育科目は共通科目、選択
必修科目、選択科目に区分された。選択科目の３分野制
はこれまで通り維持された。主たる改正点は、経済学部
における基礎教育を強化し、多様な学生のニーズに応え、
経済学学習への動機付けを高めることであった。１年次
生には、少人数の「経済学ワークショップ」が設けられ、
経済学演習は２年次生から導入された。また、昼間主で
はスペシャリストコースを設置して学部生が経済学を系
統立てて学べる工夫をこらし、夜間主ではプロジェクト
コースを設置して多様な学生のニーズに応え、学際的な
テーマ別の学習ができ、経済学学習への動機付けを支援
できるようにカリキュラムの改正が試みられた。それに
先立って、経済学部では情報化社会に対応すべく情報処
理科目を履修義務科目とし、また、国際化へ対応すべく
「アジア・太平洋経済論」、「アメリカ経済論」「ＥＵ経済
論」などが設置された。
新世紀を迎え､また、学部創設100年を迎えるにあた

って、経済学部は、これからの100年を見通した教育研
究システムの革新にむけて、数多くの課題に挑戦してい
くであろう。
経済学部創設100周年記念誌編集委員会

北川　勝彦

関西法律学校の本科に経済学部の前身であ
る経済学科の新設が認可されたのは1904年
７月である。それは関西大学が総合大学への
道を歩み始めた時でもあった。以来、経済学
部は大恐慌と戦時体制の時代、そして戦後の
新制大学としての再出発の時代を経ながら、

学部教育を拡充し、現在までに5万974人の
卒業生を各界に送り出している。
そこで、本号では経済学部100年の歴史を

振り返るなかで、学部の今日的課題を考えた
い。また、学の実化の一環として企画された
国際シンポジウムと講演会の内容を紹介する。

関
西
大
学
経
済
学
部
は
、
今
年
、
創
設
一
〇
〇

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

関
西
大
学
の
前
身
で
あ
る
関
西
法
律
学
校
が
一

八
八
六
（
明
治
十
九
）
年
に
商
都
大
阪
に
誕
生
し

た
と
き
、
最
初
に
講
義
さ
れ
た
科
目
は
経
済
学
で

し
た
。
そ
れ
か
ら
十
八
年
後
の
一
九
〇
四
（
明
治

三
七
）
年
七
月
に
文
部
省
の
認
可
を
得
て
経
済
学

科
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
が
経
済
学
部
の
始

ま
り
で
す
。

日
本
経
済
史
の
う
え
で
は
一
八
八
六
年
頃
か
ら

の
数
年
は
、
紡
績
業
、
鉱
山
業
、
鉄
道
業
、
銀
行

業
な
ど
に
お
い
て
会
社
の
設
立
が
相
次
い
だ
こ
と

か
ら
企
業
勃
興
期
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
通
常
、

日
本
の
産
業
革
命
と
言
え
ば
、
こ
の
頃
か
ら
一
八

九
四
（
明
治
二
十
七
）
年
の
日
清
戦
争
後
の
新
た

な
企
業
ブ
ー
ム
を
経
て
一
九
〇
一

（
明
治
三
十
四
）
年
に
八
幡
製
鉄
所

が
操
業
を
開
始
す
る
こ
ろ
ま
で
の
産

業
の
発
展
を
指
し
て
い
ま
す
。

経
済
学
部
の
創
設
は
、
日
本
資
本

主
義
が
産
業
革
命
に
よ
っ
て
確
立

し
、
膨
張
主
義
を
強
め
る
時
期
と
重

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
を
象
徴

し
て
い
る
の
が
一
九
〇
四
年
に
起
き

た
日
露
戦
争
で
す
。

こ
の
年
、
与
謝
野
晶
子
は
『
明
星
』

九
月
号
で
出
征
し
た
弟
を
案
じ
て

「
君
死
に
た
ま
ふ
こ
と
な
か
れ
」
と

い
う
詩
を
詠
ん
で
い
ま
す
。
日
露
開

戦
を
前
に
し
た
一
九
〇
三
（
明
治
三
十
六
）
年
に

は
、
幸
徳
秋
水
、
堺
利
彦
ら
が
非
戦
と
社
会
主
義

を
唱
え
て
平
民
社
を
結
成
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
当

局
の
弾
圧
で
一
九
〇
五
（
明
治
三
十
八
）
年
に
解

散
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
が
、
日
露
戦
争
の
こ
ろ
か
ら

大
正
末
期
に
か
け
て
、
普
選
運
動
や
労
働
運
動
の

影
響
を
受
け
て
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
思
潮
が
広

が
っ
て
い
き
ま
し
た
。
経
済
学
部
の
創
設
と
そ
の

後
の
発
展
の
背
景
に
は
こ
う
い
う
動
き
も
あ
っ
た

こ
と
を
見
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

日
本
の
私
立
大
学
は
国
立
大
学
（
旧
帝
国
大
学
）

と
そ
れ
ほ
ど
違
わ
な
い
歴
史
を
有
し
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
ま
で
専
門
学
校
令
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ

て
い
た
私
大
が
旧
帝
大
と
同
等
の
資
格
を
得
た
の

は
一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
の
大
学
令
公
布
以
降

で
す
。
そ
の
結
果
、
関
西
大
学
は
、
他
の
有
名
私

大
と
前
後
し
て
、
一
九
二
二
（
大
正
十
一
）
年
に

大
学
令
に
よ
る
大
学
に
昇
格
し
、
そ
れ
と
と
も
に

関
西
大
学
に
法
学
部
と
商
学
部
と
が
設
置
さ
れ
ま

し
た
。
学
部
と
し
て
は
こ
の
と
き
の
商
学
部
が
今

日
の
経
済
学
部
と
商
学
部
の
前
身
で
す
。

全
国
の
私
大
の
経
商
系
学
部
で
は
、
早
稲
田
大

学
商
学
部
、
明
治
大
学
商
学
部
、
日
本
大
学
商
学

部
・
経
済
学
部
な
ど
が
今
年
、
中
央
大
学
経
済
学

部
が
来
年
、
そ
れ
ぞ
れ
創
設
一
〇
〇
周
年
記
念
行

事
を
行
い
ま
す
。
関
西
大
学
経
済
学
部
が
こ
れ
ら

と
並
ぶ
伝
統
を
有
し
て
い
る
こ
と
は
実
に
誇
ら
し

い
こ
と
で
す
。

第
二
次
大
戦
後
の
大
き
な
変
化
と
し
て
は
、
一

九
四
八
（
昭
和
二
十
三
）
年
に
、
学
制
改
革
に
よ

り
新
制
大
学
に
移
行
す
る
と
同
時
に
、
経
済
学
部

が
法
・
文
・
商
の
三
学
部
と
と
も
に
設
置
さ
れ
ま

し
た
。
つ
い
で
に
大
学
院
に
触
れ
れ
ば
、
新
制
大

学
院
制
度
が
発
足
し
た
一
九
五
〇
（
昭
和
二
十
五
）

年
に
経
済
学
研
究
科
の
修
士
課
程
が
、
ま
た
一
九

五
三
（
昭
和
二
十
八
）
年
に
博
士
課
程
が
設
置
さ

れ
ま
し
た
。

学
生
数
は
、
一
九
〇
四
年
の
経
済
学
科
創
設
時

の
第
一
期
生
は
八
十
人
で
し
た
が
、
今
日
で
は
一

学
年
約
八
百
五
十
人
、
総
数
約
三
千
五
百
人
の
学

生
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。
こ
の
一
世
紀
の
間
に
世

に
出
た
関
西
大
学
経
済
学
部
の
卒
業
生
は
五
万
人

を
超
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
多
数
の
有
為
な
人

材
が
産
業
界
を
始
め
、
各
界
で
活
躍
し
て
い
る
わ

け
で
す
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
多
く
の
方
が
た
の
ご

支
援
・
ご
鞭
撻
の
た
ま
も
の
で
あ
る
と
教
職
員
一

同
、
深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

経
済
社
会
の
め
ま
ぐ
る
し
い
変
化
と
大
学
改
革

の
大
波
の
な
か
で
、
経
済
学
教
育
は
今
日
大
き
な

曲
が
り
角
に
立
た
さ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
度
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
た
新
し
い
経
済
学
部
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
で
は
、
経
済
学
学
習
へ
の
動
機
づ
け
と
少
人
数

教
育
の
充
実
を
意
図
し
て
、
一
年
次
生
を
対
象
と

す
る
二
十
人
規
模
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
専
門
講

義
へ
の
橋
渡
し
と
な
る
教
員
集
団
に
よ
る
リ
レ
ー

講
義
、
そ
し
て
半
年
前
倒
し
で
二
年
次
秋
学
期
か

ら
ス
タ
ー
ト
す
る
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
な
ど
を
導
入
し
ま

し
た
。

し
か
し
、
新
世
紀
の
経
済
学
部
の
前
に
は
さ
ら

に
改
革
す
べ
き
課
題
が
山
積
み
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
は
〈
理
論
・
政
策
分

野
〉、〈
産
業
・
国
際
分
野
〉、〈
歴
史
・
社
会
分
野
〉

と
い
う
三
分
野
を
軸
に
学
生
の
目
的
や
関
心
に
応

じ
て
学
べ
る
履
修
モ
デ
ル
を
設
定
し
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
を
よ
り
明
確
な
方
向
性
と
系
統
性
を
も

つ
も
の
に
改
め
る
こ
と
も
、
留
学
生
の
積
極
的
受

入
や
国
際
交
流
の
促
進
な
ど
と
な
ら
ん
で
当
面
の

重
要
な
課
題
で
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
経
済
学
部
創
設
一
〇

〇
周
年
を
記
念
し
て
、
本
年
十
月
二
十
三
日
、
第

２
学
舎
４
号
館
（
B
I
G
ホ
ー
ル
100
）
に
お
い
て
、

太
田
房
江
氏
（
大
阪
府
知
事
）
、
南
部
靖
之
氏

（
株
式
会
社
パ
ソ
ナ
代
表
取
締
役
兼
社
長
）
、
辻
本

一
義
氏
（
辻
本
特
許
事
務
所
所
長
）
を
お
迎
え
し

て
、
講
演
会
「
大
阪
発
企
業
像：

大
阪
産
業
再
生

に
向
け
て
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
多
数
の
在
学

生
と
卒
業
生
の
み
な
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

経済学部長 森岡　孝二

経
済
学
部
創
設
一
〇
〇
周
年
に
寄
せ
て

■ 経済学部の誕生

■ 大学への昇格と経済学部

■ 新制大学への移行と経済学部の定礎

■ 開かれた総合大学への道と経済学部教育

■ 関西大学の制度改革と経済学部教育の活性化

■ 新世紀経済学部のイノベーション
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4.

本科に法律学科、経済学科認可�1904（M37）�

1905（M38）�

�

1906（M39）�

1907（M40）�

�

�

�

1911（M44）�

�

1917（T6）�

�

�

1922（T11）�

1924（T13）�

�

�

1935（S10）�

�

�

1944（S19）�

�

1948（S23）�

1950（S25）�

�

1953（S28）�

1958（S33）�

1966（S41）�

1967（S42）�

1974（S49）�

1976（S51）�

1979（S54）�

�

�

1980（S55）�

1986（S61）�

1995（H7）�

1998（H10）�

2003（H15）� 昼夜開講制導入�
�

大学科と専門科に商業学科の開講�

学則改正によって大学部と専門部に�
分かつ。大学部のなかに大学科と予�
科ができる。大学科のなかに法律、�
経済、商学科ができる�

大学部、専門部の商業学科を高等商�
業学科に改称。高等商業予科を設置�

専門部を専門科、専門部予科に分つ。�
専門部予科に法律予科、経済予科、�
高等商業予科を設置�

大学令による昇格。商学部を設置�

商学部に経済学科を増設。商学部を�
経済学部と改称、経済学科と商業学�
科に分つ�

経済学部を経商学部と改称し、経済�
学科と商業学科の学科課程改正�
（1942年商業学科を商学科と改称）�

経商学部の商学科を廃止し、経済学�
部と改称�
新制大学に経済学部設置�
新制大学院の経済学研究科（修士課�
程）発足。経済学会、『経済論集』創刊�

大学院経済学研究科に博士課程設置�
経済・政治研究所が発足�
経済学部・商学部研究棟が竣工�
第2学舎3号館竣工�
経済学部祭開催�
経済学部・商学部合同祭開催�

経済学部、カリキュラム改正を実施。�
『経済論集』経済学会創設50周年記念�
号発行�

経済学会『経済学会報』を創刊�
経商ゼミ棟、増築工事竣工式�
経済学部カリキュラム ３分野制導入�
セメスター制導入�

「私立関西大学」と改称。大学科に�
法律学科と経済学科を置く�

経済学部関係年表
年月日�

国際シンポジウムと講演会では、学の実化の一環として、中小企業の今日的課題と大阪発企業の将来像をテ
ーマとした。午前中の国際シンポジウムでは、今日、国際的にも経済活性化に果たす中小企業の役割が着目さ
れているなかで、韓国とドイツの中小企業研究者を招き、中小企業研究の国際的動向について討議する。崔龍
浩氏は、アジア経済の発展のなかで韓国中小企業のおかれている現状について報告し、そのなかで、中小企業
の技術基盤の育成など、直面する課題を提起する。また、コルネリア･シュトルツ氏の報告では、ＥＵ統合と
東西ヨーロッパにわたる資本移動が中小企業に厳しい競争を強いる一方で、それが中小企業にとって新たな展
開のチャンスとなりうることがデータをもって明らかにされる。
午後の講演では、大阪発企業の将来像に迫ることによって大阪産業再生の道を考える。学生時代に起業し、

人材派遣会社としては初めて東証第１部上場を成し遂げた南部靖之氏が、独自の起業家論にもとづいて大阪産
業再生に果たす起業家精神の役割について話される。次に、辻本一義氏は弁理士としての経験をもとに、大阪
の中小企業が特許・実用新案・商標などの知的財産権をいかに活用しているかについて豊富な実例をもとに語
られる。最後に、大阪府知事の太田房江氏はかねてから提起してこられた大阪産業再生プログラムの内容を関
西経済の再生という観点で話される。基盤型技術をもつ多くの中小企業が集積している大阪の産業再生に向け
た政策的課題が示されよう。
講演会は大阪企業の将来像を問うものであり、学生諸君が自分の進路を考えるうえでも大いに参考になるも

のである。ぜひ参加していただきたい。
経済学部創設100周年記念事業実行委員長 安喜　博彦

関西大学経済学部創設100周年記念
国際シンポジウム・記念式典・講演会

10月23日（土）
10時30分～16時30分

●ＳＭＥ（中小企業）国際シンポジウム・Symposium on Small and Medium-sized Enterprises
（100周年記念会館第１特別会議室）10時30分～12時30分

コーディネーター 田中 充 名誉教授
報告① 崔 龍浩氏（韓国・慶北大学経済通商学部教授、韓国中小企業学会

元会長）
「アジア経済の発展と韓国中小企業」

報告② コルネリア シュトルツ氏（ドイツ・マールブルグ・フィリップス
大学経済学部・日本研究センター教授）
「ヨーロッパ統合と中小企業－東アジアへの教訓－」

●100周年記念式典（第２学舎４号館ＢＩＧホール100）13時30分～14時

●講演会（第２学舎４号館ＢＩＧホール100）14時～16時30分
講演① 南部 靖之氏（株式会社パソナ代表取締役兼社長）

「大阪産業再生と起業家精神－夢が未来をつくる－」
講演② 辻本 一義氏（辻本特許事務所所長・弁理士）

「大阪の中小企業と知的財産権」
講演③ 太田 房江氏（大阪府知事）

「大阪・関西の再生」

大阪発企業像:大阪産業再生に向けて

経済学部は100周年を迎えました経済学部は100周年を迎えました
経済学部100年の歩み
1904－2004年
カリキュラムの変遷を中心にして

■ 戦前期の経済学部の充実ぶり

（４）平成１６年（２００４年）１０月１５日第 ３２０ 号（５）



平
成
17
年
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■
大
学
を
取
り
巻
く
環
境

現
代
は
、「
知
の
時
代
」
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。「
知
の
創
造
と
継
承
」
が
社
会

の
発
展
の
鍵
と
な
る
時
代
を
迎
え
、
大

学
を
は
じ
め
と
す
る
高
等
教
育
機
関

は
、
こ
う
し
た
時
代
を
支
え
る
「
知
の

拠
点
」
と
し
て
社
会
の
要
請
に
応
え
、

教
育
研
究
活
動
を
一
層
高
度
化
、
活
性

化
さ
せ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
競
争
的
環
境
の
中
で
、
多
様
に
し

て
特
色
あ
る
教
育
・
研
究
の
推
進
が
期

待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
少
子
化
に
よ
る
十
八
歳
人

口
の
減
少
に
加
え
、国
立
大
学
の
法
人

化
、第
三
者
に
よ
る
大
学
評
価
制
度
の
導

入
な
ど
、
私
立
大
学
を
取
り
巻
く
環
境

は
、「
競
争
と
評
価
」が
求
め
ら
れ
る
極
め

て
厳
し
い
時
代
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

■
関
西
大
学
の
教
育
理
念

こ
の
激
変
す
る
時
代
の
流
れ
を
的
確

に
把
握
し
、
社
会
の
期
待
に
応
え
得
る

個
性
豊
か
な
大
学
を
め
ざ
す
た
め
に

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
講
じ
る
こ
と

が
不
可
欠
で
す
。
本
学
の
教
育
理
念
で

あ
る
「
学
の
実
化
（
じ
つ
げ
）」
即
ち

「
学
理
と
実
際
と
の
調
和
」
を
よ
り
一

層
前
面
に
打
ち
出
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
具
体
的
教
育
方
針
で
あ

る
、「
情
報
化
」、「
国
際
化
」、「
開
か
れ

た
大
学
」
の
も
と
、
こ
れ
ま
で
Ｉ
Ｔ
化

の
促
進
、
海
外
の
大
学
と
の
学
生
交
換

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
推
進
、
社
会
に
向
け
た

知
的
資
源
の
提
供
を
通
じ
、
貢
献
し
て

き
ま
し
た
。

■
充
実
し
た
教
育
・
研
究
の
た
め
の

基
盤
整
備

▼
高
度
専
門
職
業
人
の
養
成

本
学
は
、
こ
う
し
た
状
況
の
も
と
、

本
年
四
月
「
法
科
大
学
院
」
を
開
設

し
、
優
れ
た
法
曹
を
多
数
養
成
し
、
社

会
へ
輩
出
す
る
体
制
を
整
え
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
大
学
院
改
革
の
一
環
と
し
て

平
成
十
八
年
四
月
に
は
「
会
計
専
門
職

大
学
院
」（
ア
カ
ウ
ン
テ
ィ
ン
グ
ス
ク
ー

ル
）
の
開
設
を
企
図
し
て
い
ま
す
。

▼
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
学
部
教
育
の
改
革

学
部
教
育
に
お
い
て
も
、
大
学
の
使

命
で
あ
る
「
文

明
の
継
承
」、

「

知

の

創

造
」、「
人
格
の

陶
冶
」の
実
現

の
た
め
、絶
え

間
な
い
教
育
改
革
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
文
学
部
で
は
八
学
科
制
か
ら
一
学

科
十
専
修
制
へ
と
、学
生
の
視
点
に
立

ち
、学
生
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
得
る
総
合
人

文
学
科
へ
と
改
組
し
ま
し
た
。
こ
の
改

組
を
契
機
と
し
、
他
学
部
に
お
い
て
も

そ
の
検
討
速
度
を
速
め
ざ
る
を
得
な
い

状
況
で
す
。

▼
Ｉ
Ｔ
時
代
に
対
応
す
る
教
育
・
研
究

の
支
援
シ
ス
テ
ム

そ
の
改
革
の
基
盤
と
な
る
教
育
・
研

究
の
支
援
シ
ス
テ
ム
の
充
実
を
推
進
す

る
た
め
、
昨
年
十
二
月
に
は
Ｗ
ｅ
ｂ
シ

ラ
バ
ス
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
始
め
、
本

年
三
月
に
は
履
修
登
録
シ
ス
テ
ム
を
本

格
的
に
稼
働
さ
せ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

本
年
十
月
か
ら
学
生
と
教
員
と
の
双
方

向
に
よ
る
学
習
支
援
シ
ス
テ
ム
が
稼
働

す
る
な
ど
最
新
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
導
入

し
、
教
育
の
一
層
の
サ
ポ
ー
ト
が
図
ら

れ
ま
す
。も
ち
ろ
ん
、こ
れ
ら
を
実
現
す

る
た
め
の
ハ
ー
ド
面
に
お
け
る
取
り
組

み
は
、
学
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
整
備
、
七
千
台
を
超

え
る
端
末
機
器
の
接
続
、

学
舎
の
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン

ト
化
な
ど
、
着
実
に
推
進

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

▼
「
ス
ー
パ
ー
Ｓ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
」
の
採
択

本
年
度
、
本
学
は
、
文
部
科
学
省
国

立
情
報
学
研
究
所
が
平
成
十
四
年
か
ら

運
用
し
て
い
る
「
ス
ー
パ
ー
Ｓ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

Ｔ
」
事
業
の
拠
点
校
に
採
択
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
世
界
最
高
速
の
研
究
用

超
高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
、
先
端
的
学

術
研
究
機
関
を
接
続
し
、
世
界
最
先
端

の
研
究
分
野
を
対
象
に
し
た
情
報
基
盤

と
し
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、
私
立
大
学

で
は
、
早
稲
田
・
同
志
社
・
慶
應
義
塾

と
本
学
の
み
の
採
択
で
あ
り
ま
す
。
こ

の
最
高
の
機
会
を
起
爆
剤
と
し
て
、
世

界
に
発
信
し
得
る
研
究
体
制
の
構
築
に

着
手
し
て
い
ま
す
。

■
学
生
支
援
の
さ
ら
な
る
拡
充

▼
就
職
サ
ポ
ー
ト
の
強
化

学
生
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
の
徹
底

化
を
図
る
た
め
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

制
度
の
導
入
、
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
ル

ー
ム
の
設
置
な
ど
、「
良
識
あ
る
市

民
」
と
し
て
社
会
か
ら
受
け
入
れ
ら
れ

る
学
生
を
育
成
す
る
た
め
の
支
援
シ
ス

テ
ム
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

▼
国
際
的
舞
台
で
活
躍
で
き
る
人
材
の

育
成国

際
化
の
分
野
で
も
、
現
在
の
十
八

の
協
定
大
学
の
拡
大
、
海
外
語
学
セ
ミ

ナ
ー
の
拡
大
・
充
実
、
デ
ュ
ア
ル
・
デ

ィ
グ
リ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
推
進
等
、
国

際
性
豊
か
な
学
生
の
育
成
を
め
ざ
し
て

い
ま
す
。

▼
多
様
な
学
生
に
ジ
ャ
ス
ト
フ
ィ
ッ
ト

創
立
百
二
十
周
年
事
業
の
メ
イ
ン
と

し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
広
場
の
創

出
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
す
る
「
総
合
学
生

会
館
メ
デ
ィ
ア
パ
ー
ク
凜
風
館
」
を
は

じ
め
、
学
習
環
境
の
整
備
、
奨
学
金
の

充
実
な
ど
学
生
が
自
己
の
ニ
ー
ズ
を
実

現
で
き
る
よ
う
懸
命
な
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
ま
す
。

■
本
学
の
財
政

本
学
が
、
科
学
技
術
の
急
速
な
進
歩

と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
い
う
新
た
な
時
代

に
即
応
し
、
今
後
と
も
、
高
等
教
育
機

関
と
し
て
の
社
会
的
責
任
を
果
た
す
た

め
に
は
、
強
固
な
財
政
基
盤
の
確
立
が

必
要
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。

本
学
の
財
政
状
況
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
本
紙
で
公
開
し
て
い
る
と
お
り
、

平
成
十
五
年
度
決
算
の
翌
年
度
繰
越
消

費
支
出
超
過
額
が
約
七
億
千
八
百
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。
財
政
が
現
状
の
ま

ま
推
移
す
れ
ば
、
教
育
・
研
究
に
支
障

を
き
た
し
か
ね
な
い
大
変
厳
し
い
状
況

に
な
る
こ
と
は
必
至
で
あ
り
ま
す
。

一
方
、
本
学
は
、
支
出
内
容
を
厳
し

く
見
直
し
、
経
費
節
減
を
は
じ
め
、
限

ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
必
要
最
小
限
の

支
出
で
最
大
限
の
効
果
を
も
た
ら
す
よ

う
合
理
化
・
効
率
化
を
推
し
進
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
収
入
面
で
は
、
国
庫
補

助
金
や
外
部
資
金
等
の
積
極
的
な
獲

得
、
保
有
資
産
の
有
効
活
用
、
寄
付
募

集
の
展
開
、
事
業
収
入
の
拡
充
な
ど
、

も
ち
ろ
ん
、
可
能
な
限
り
の
自
助
努
力

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

■
ご
理
解
と
ご
協
力
を

こ
の
よ
う
な
本
学
の
状
況
を
踏
ま

え
、
昨
今
の
経
済
・
社
会
情
勢
や
本
学

の
今
後
の
財
政
予
測
な
ど
を
十
分
に
考

慮
し
て
慎
重
に
検
討
い
た
し
ま
し
た
結

果
、
平
成
十
七
年
度
学
部
入
学
生
の
学

費
を
左
表
の
と
お
り
改
定
す
る
こ
と
と

い
た
し
ま
し
た
。

本
来
、
学
費
は
高
等
教
育
の
機
会
均

等
と
い
う
社
会
的
責
務
か
ら
極
力
抑
え

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
今
回
の
学

費
改
定
は
、
本
学
の
私
立
大
学
と
し
て

の
存
在
意
義
を
全
う
し
、
競
争
的
環
境

下
に
あ
る
本
学
の
活
力
を
維
持
す
る
た

め
に
、
必
要
不
可
欠
な
措
置
で
あ
り
ま

す
。何

卒
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
十
六
年
九
月
二
十
一
日

学
校
法
人

関
西
大
学

喫煙は指定の場所で不法・迷惑駐車根絶へ
受動喫煙の防止対策に努めるべ

きとした健康増進法が、平成１５年
５月に施行されて以来、大学をは
じめ病院や駅構内などにおいて喫
煙を規制する動きが活発化してき
ています。
本学においても、学舎内での禁

煙措置および生協でのたばこ販売
を取り止める措置等を行ってきま
したが、これだけでは喫煙を規制
する措置がじゅうぶんに徹底され
ているとは言えません。また、昨
年度に実施した学生生活実態調査
から、たばこを吸わない学生から
の喫煙マナーに対する多くの苦情
があり、早急に大学として、何ら
かの対策を講じる必要に迫られて
います。
そこで本学では、秋学期より「喫
煙マナー」の向上をめざして、千
里山キャンパス第１学舎、第２学
舎、第３学舎および第４学舎周辺
に喫煙場所を指定するとともに、
スモーキングスタンドを新設しま
した。

この喫煙場所は、たばこのマー
クの入ったデザインが施された看
板で指定されているので、ずいぶ
ん分かりやすくなっています。た
だし、現在のところ看板で指定さ
れた喫煙場所は千里山キャンパス

において４か所しかないため、今
後、生協の周辺、また高槻キャン
パスにおいても喫煙場所を整備し
ていく必要があり、順次計画的に
進めていく予定です。
学生諸君は、くわえたばこやた

ばこのポイ捨てを止めることはも
ちろんのこと、この喫煙場所を利
用するなどして、周りの人に対する
喫煙マナーに配慮してください。

（学生部）

マ
ナ
ー
を
守
ろ
う

本学ではキャンパス周辺の環境
保持および交通事故の防止を目的
として、自動車・バイクによる通
学を全面禁止しています。現在も
教職員による迷惑駐車・駐輪巡回
指導や、日常的に交通整理要員に
より対策を講じ、違反者に対する
指導を続けています。
しかし、一部の非協力者による

不法迷惑駐車が後を絶たず、地域
住民および関係官庁から強い抗議
や厳しい苦情が連日のように大学
に寄せられています。地域店舗な
どの業務妨害や、緊急車両の通行
の妨げになっている場合もありま
す。また、一部の学生のために関
大生全体の印象が悪くなり、本学
の名誉を著しく低下させてしまう
ことにもなりかねません。
このような状況を踏まえて、去

る６月３０日開催の交通問題対策委
員会において、今後、自動車、バ
イクなどによる通学を行う者に対
して、全学的に、学則に則り停
学、退学を含む厳しい処分で臨む
ことの了承が得られました。不法
・迷惑駐車根絶のため、学生諸君
の協力を願わずにいられません。

（交通問題対策委員会）

■法・文・経済・商学部（昼間主コース）、社会学部（単位：円）

納付総額

２６０，０００
２，８９０，０００
６２０，０００

３，７７０，０００

２０春・２０秋

２０秋・２１春

（４年次）

７７５，０００
１７０，０００

９４５，０００

１９春・１９秋

１９秋・２０春

（３年次）

７４０，０００
１６０，０００

９００，０００

１８春・１８秋

１８秋・１９春

（２年次）

７０５，０００
１５０，０００

８５５，０００

１７春・１７秋

１７秋・１８春

（１年次）
２６０，０００
６７０，０００
１４０，０００

１，０７０，０００

年度

区分

（年次）
入 学 金
授 業 料
教育充実費

合 計

■法・文・経済・商学部（夜間主コース） （単位：円）

納付総額

２１０，０００
２，３１２，０００
４９６，０００

３，０１８，０００

２０春・２０秋

２０秋・２１春

（４年次）

６２０，０００
１３６，０００

７５６，０００

１９春・１９秋

１９秋・２０春

（３年次）

５９２，０００
１２８，０００

７２０，０００

１８春・１８秋

１８秋・１９春

（２年次）

５６４，０００
１２０，０００

６８４，０００

１７春・１７秋

１７秋・１８春

（１年次）
２１０，０００
５３６，０００
１１２，０００

８５８，０００

年度

区分

（年次）
入 学 金
授 業 料
教育充実費

合 計

■総合情報学部 （単位：円）

納付総額

２６０，０００
３，６６４，０００
９７４，０００
３６０，０００

５，２５８，０００

２０春・２０秋

２０秋・２１春

（４年次）

９８１，０００
２６３，０００
９０，０００

１，３３４，０００

１９春・１９秋

１９秋・２０春

（３年次）

９３８，０００
２５０，０００
９０，０００

１，２７８，０００

１８春・１８秋

１８秋・１９春

（２年次）

８９４，０００
２３７，０００
９０，０００

１，２２１，０００

１７春・１７秋

１７秋・１８春

（１年次）
２６０，０００
８５１，０００
２２４，０００
９０，０００

１，４２５，０００

年度

区分

（年次）
入 学 金
授 業 料
教育充実費
実験実習料

合 計

■工学部 （単位：円）

納付総額

２６０，０００
４，３６３，０００
９０４，０００
４００，０００

５，９２７，０００

２０春・２０秋

２０秋・２１春

（４年次）

１，１７０，０００
２５０，０００
１００，０００

１，５２０，０００

１９春・１９秋

１９秋・２０春

（３年次）

１，１１７，０００
２３４，０００
１００，０００

１，４５１，０００

１８春・１８秋

１８秋・１９春

（２年次）

１，０６４，０００
２１８，０００
１００，０００

１，３８２，０００

１７春・１７秋

１７秋・１８春

（１年次）
２６０，０００
１，０１２，０００
２０２，０００
１００，０００

１，５７４，０００

年度

区分

（年次）
入 学 金
授 業 料
教育充実費
実験実習料

合 計

■社会学部（６年コース） （単位：円）

納付総額

２６０，０００
２，８９０，０００
９６０，０００

４，１１０，０００

２２春・２２秋

２２秋・２３春

（６年次）

５２４，０００
１７０，０００

６９４，０００

２１春・２１秋

２１秋・２２春

（５年次）

５０７，０００
１７０，０００

６７７，０００

２０春・２０秋

２０秋・２１春

（４年次）

４９０，０００
１７０，０００

６６０，０００

１９春・１９秋

１９秋・２０春

（３年次）

４７３，０００
１６０，０００

６３３，０００

１８春・１８秋

１８秋・１９春

（２年次）

４５６，０００
１５０，０００

６０６，０００

１７春・１７秋

１７秋・１８春

（１年次）
２６０，０００
４４０，０００
１４０，０００

８４０，０００

年度

区分

（年次）
入 学 金
授 業 料
教育充実費

合 計

厳しい処分で対処

（注）１ 入学金は、入学年度のみ徴収する。
２ ４年を超えて在籍する者の学費は、４年次の学費を適用する。

ただし、社会学部（６年コース）の場合、６年を超えて在籍する
者の学費は、６年次の学費を適用する。

平平成成１１７７年年度度 学学部部入入学学生生のの学学費費

（６）平成１６年（２００４年）１０月１５日第 ３２０ 号
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サイエンス�

理科離れを防ぐー�

サイエンス�セミナーを開催�

経
済
・
政
治
研
究
所

第
１５９
回

「
公
開
講
座
」を
開
催

ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

水
泳
と
サ
ッ
カ
ー
で
活
躍

工
学
部
が
主
催
す
る
サ
イ
エ
ン
ス
セ
ミ
ナ
ー
が
七
月
二
十
九
日
、
三
十
日
に
開

催
さ
れ
た
。
両
日
の
延
べ
参
加
者
数
は
、
二
百
五
十
人
程
度
で
あ
っ
た
。
そ
の
内

訳
は
、
小
学
生
が
約
四
十
五
�
、
中
学
生
が
約
四
十
五
�
、
残
り
の
約
十
�
が
高

校
生
、
引
率
の
先
生
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
保
護
者
を
含
め
る
と
参
加
者
は
三
百
人

近
く
に
の
ぼ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

本
学
は
教
職
員
、
学
生
を
は

じ
め
す
べ
て
の
大
学
構
成
員
の

人
権
意
識
を
高
め
、
理
解
を
深

め
る
助
け
と
な
る
よ
う
、
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
活
動
の
一
つ

と
し
て
、
毎
年
春
季
と
秋
季
の

二
回
開
催
し
て
い
る
人
権
啓
発

行
事
が
あ
り
ま
す
。
本
年
度
秋

季
行
事
は
来
る
十
一
月
十
五
日

（
月
）、
十
六
日
（
火
）
に
左
表

の
よ
う
に
開
催
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

こ
の
秋
季
人
権
啓
発
行
事

は
、
一
九
九
七
年
度
か
ら
、「
国

際
人
権
週
間
」
と
位
置
付
け
ら

れ
、
人
権
問
題
に
つ
い
て
国
際

的
な
視
野
で
活
躍
さ
れ
て
い
る

方
が
た
を
招
い
て
開
催
し
て
き

ま
し
た
。

本
年
度

は
、
平
成
六

年
六
月
に
長

野
県
松
本
市

で
起
き
た
松

本
サ
リ
ン
事

件
で
、
当
初

マ
ス
コ
ミ
等

か
ら
容
疑
者

扱
い
さ
れ
、

そ
の
後
無
実

で
あ
る
こ
と

が
判
明
し
、

そ
の
体
験
を

も
と
に
報
道
改
革
や
犯
罪
被
害

者
救
済
等
に
精
力
的
に
活
動
を

展
開
し
て
い
る
河
野
義
行
さ
ん

に
講
師
を
要
請
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

講
演
の
詳
し
い
内
容
は
、
各

学
部
学
舎
、
図
書
館
、
新
関
西

大
学
会
館
南
棟
な
ど
、
学
内
各

所
に
配
置
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

『
人
権
を
考
え
る
』
に
紹
介
さ

れ
ま
す
。

今
回
も
、
多
数
の
来
聴
が
叶

う
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
副
学
長

小
幡

斉
）

講演テーマ 報道と人権

―松本サリン事件におけ

る報道被害―

講 師 河野 義行氏

日時・場所

１１月１５日（月） １４時４０分～１６時１０分

○高槻キャンパス

教室棟TEホール

１１月１６日（火） １０時４０分～１２時１０分

○千里山キャンパス

第３学舎 ソシオAV大ホール

今
回
は
化
学
工
学
科
、
応
用

化
学
科
、
先
端
マ
テ
リ
ア
ル
工

学
科
、
教
養
化
学
教
室
の
化
学

系
の
実
験
だ
け
で
な
く
、
機
械

お
よ
び
機
械
シ
ス
テ
ム
工
学

科
、
都
市
環
境
工
学
科
、
先
端

情
報
電
気
工
学
科
、
電
子
工
学

科
の
協
力
を
得
て
、
物
理
系
の

実
験
も
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
含
め
る

こ
と
が
で
き
た
。

実
験
中
の
参
加
者
の
様
子
か

ら
、
決
し
て
理
科
嫌
い
の
児
童

・
生
徒
が
多
く
な
っ
た
と
は
い

え
な
い
こ
と
を
実
感
さ
せ
ら
れ

た
セ
ミ
ナ
ー
で
あ
っ
た
。
今
後

も
理
科
離
れ
を
防
ぐ
方
策
と
し

て
、
地
道
で
は
あ
る
が
こ
の
よ

う
な
セ
ミ
ナ
ー
を
積
極
的
に
開

催
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

思
う
。

協
力
願
っ
た
学
校
法
人
関
西

大
学
、
関
係
者
各
位
、
お
よ
び

実
験
を
楽
し
く
、
無
事
に
遂
行

す
る
こ
と
に
協
力
を
惜
し
ま
な

か
っ
た
学
生
諸
君
に
感
謝
し
た

い
。

（
工
学
部
教
授

池
田

勝
彦
）

関
大
生
な
ら
ア
サ
ヒ
ビ
ー

ル
の
工
場
が
吹
田
に
あ
る
こ

と
は
知
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。

そ
の
前
身
で
あ
る
大
阪
麥
酒

会
社
の
創
立
に
携
わ
っ
た
の

が
生
田
秀
（
明
治
三
十
九
年

没
）
で
あ
る
。
創
設
者
は
一

方
で
能
楽
へ
の
並
々
な
ら
ぬ

思
い
が
あ
っ
た
。
観
世
流
シ

テ
方
の
大
西
閑
雪
に
謡
を
習

い
、
金
春
流
太
鼓
や
大
倉
流

小
鼓
を
習
っ
た
。
自
宅
に
は
茶

室
兼
能
舞
台
も
あ
っ
た
と
言
わ

れ
る
。
子
息
耕
一
（
昭
和
八
年

没
）
よ
く
そ
の
薫
陶
を
得
、『
万

葉
集
』
の
難
語
研
究
の
一
方
で

山
崎
楽
堂
と
『
鼓
筒
之
鑑
定
』

を
著
し
た
。

戦
後
、
大
学
再
生
の
時
、
図

書
館
に
な
に
も
な
か
っ
た
時
代

に
金
子
又
兵
衛
教
授
の
斡
旋
で

生
田
家
の
蔵
書
が
入
っ
た
。
た

だ
、
そ
れ
は
全
て
で
は
な
か
っ

た
。
一
昨
年
秋
の
奇
し
き
縁
か

ら
関
係
者
各
位
の
協
力
を
得

て
、
残
っ
て
い
た
大
方
の
蔵
書

が
今
回
新
た
に
譲
渡
さ
れ
た
。

三
百
余
点
の
中
に
は
鎌
倉
時
代

写
し
の
『
和
漢
朗
詠
集
』
二
巻

や
『
明
末
扇
面
書
画
』
一
帖
が

含
ま
れ
て
い
る
。

そ
れ
ら
の
紹
介
は
機
会
を
改

め
て
と
い
う
こ
と
に
し
て
、
今

回
は
、
秀
・
耕
一
父
子
の
蒐
書

の
基
礎
と
な
っ
た
能
楽
関
係
の

本
に
絞
り
旧
蔵
書
も
含
め
て
目

下
整
理
中
の
一
部
を
展
示
す

る
。
観
世
黒
雪
系
揃
謡
本
・
中

奥
書
に
明
応
・
永
正
の
年
号
を

持
つ
『
春
宮
風
鼓
』
・
下
間
少

進
『
舞
台
之
図
』
・
葛
野
九
郎

兵
衛
『
関
寺
伝
授
』
・
『
作
物

図
』
・
玉
手
菊
州
『
狂
言
尽
図

絵
』
な
ど
が
目
を
引
く
で
あ
ろ

う
。
謡
本
へ
の
鼓
の
手
組
の
書

き
込
み
な
ど
は
、
謡
本
が
実
際

の
舞
台
を
意
識
し
た
実
用
書
で

あ
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
は
ず

で
あ
る
。
ま
た
、
父
子
が
幅
広

い
人
脈
を
持
っ
て
い
た
証
と
な

る
手
紙
も
展
示
す
る
。

展
示
は
若
い
継
承
者
す
な
わ

ち
学
生
諸
君
へ
の
目
で
楽
し
め

る
能
楽
入
門
の
役
割
を
果
た
す

も
の
と
も
し
た
い
。
そ
の
た
め

に
ビ
デ
オ
モ
ニ
タ
ー
や
小
鼓
の

例
な
ど
展
示
す
る
。

次
に
記
念
講
演
で
は
ご
令
孫

の
秀
昭
氏
と
の
対
談
を
予
定
し

て
い
る
。
当
時
の
第
一
線
の
経

済
人
が
一
方
で
い
か
に
文
化

を
大
切
に
し
た
か
を
聞
き
出

し
た
い
し
、
小
鼓
に
ま
つ
わ

る
興
味
深
い
話
な
ど
が
伺
え

る
絶
好
の
機
会
と
な
る
は
ず

で
あ
る
。

展
示

テ
ー
マ
�
『「
新
」
生
田
文
庫

の
能
楽
資
料
』

期

間
�
十
一
月
十
五
日

（
月
）
〜
十
二
月
十
八
日

（
土
）

場

所
�
総
合
図
書
館
一
階

展
示
室

記
念
講
演
会

日

時
�
十
一
月
三
十
日

（
火
）
十
三
時
〜
十
四
時
半

場

所
�
図
書
館
ホ
ー
ル

第
１５
回
考
古
学
入
門
講
座

「
関
西
大
学
と
考

古
学
の
半
世
紀
」

関
西
大
学
博
物
館
と
事
業
局

の
主
催
、
関
西
大
学
文
化
学
術

振
興
会
の
協
賛
に
よ
る
第
十
五

回
「
考
古
学
入
門
講
座
『
関
西

大
学
と
考
古
学
の
半
世
紀
』」
が

一
般
成
人
を
対
象
と
し
て
開
催

さ
れ
る
。

本
年
度
は
本
学
百
二
十
周
年

事
業
と
博
物
館
開
設
十
周
年
を

記
念
し
、
歴
代
博
物
館
館
長
を

講
師
に
迎
え
る
。

会
場
は
天
六
キ
ャ
ン
パ
ス
三

〇
九
教
室
。

な
お
、
本
講
座
の
受
講
料
は

三
〇
〇
〇
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含

む
）。問い

合
わ
せ
は
事
業
局
事
業

課
（
�
０６
―
６
３
６
８
―
０
２

９
７
）
ま
で
。

第
４４
回
泊
園
記
念
講
座

「
東
と
西

そ
の
八
」

泊
園
記
念
会
、
東
西
学
術
研

究
所
及
び
大
阪
府
立
文
化
情
報

セ
ン
タ
ー
主
催
の
「
第
四
十
四

回
泊
園
記
念
講
座
」
を
開
催
し

ま
す
。

総
合
テ
ー
マ
は
「
東
と
西

そ
の
八
」。

会
場
は
、
大
阪
府
立
文
化
情

報
セ
ン
タ
ー
さ
い
か
く
ホ
ー
ル

（
大
阪
府
新
別
館
北
館
一

階
）。
問
い
合
わ
せ
は
東
西
学
術

研
究
所
（
�
０６
―
６
３
６
８
―

１
１
７
６
）
ま
で
。

標
記
公
開
講
座
を
以
下
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。

日

時
�
十
一
月
十
日
（
水
）

十
三
時
〜
十
四
時
半

場

所
�
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス

尚
文
館
一
階
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

Ａ
Ｖ
大
教
室

テ
ー
マ
�
個
人
年
金
保
険
の
動

向講

師
�
徳
常
泰
之
（
経
済
・

政
治
研
究
所
研
究
員
・
商
学
部

助
教
授
）

本
学
学
生
交
換
協
定
大
学
十
七
大

学
の
う
ち
十
五
大
学
に
一
年
間
留
学

す
る
学
生
を
次
の
と
お
り
募
集
し
て

い
る
。
今
年
度
か
ら
募
集
は
春
と
秋

の
年
二
回
実
施
と
な
り
、
英
語
お
よ

び
中
国
語
圏
の
大
学
は
年
二
回
応
募

す
る
こ
と
も
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

出
願
期
間
�
七
月
八
日
（
木
）
〜
十

一
月
八
日
（
月
）

選
考
方
法
�

語
学
試
験
（
筆
記
・
聴
解
・
口

頭
）
十
一
月
十
日
（
水
）

面
接
試
験
（
日
本
語
ま
た
は
受
験

語
種
）
十
一
月
十
七
日
（
水
）

奨
学
金
�

関
西
大
学
国
際
交
流
助
成
基
金
第

一
種
奨
学
金
（
十
六
年
度
は
十
九
人

全
員
に
支
給
予
定
。
給
付
額
は
国
・

地
域
に
よ
る
）
募
集
は
交
換
派
遣
留

学
生
が
決
定
し
た
後
、
行
わ
れ
る
。

な
お
、こ
の
秋
募
集
に
関
す
る
「
秋

期
留
学
ガ
イ
ダ
ン
ス
〔
十
月
六
日

（
水
）
開
催
〕
の
模
様
を
近
日
中
に

動
画
配
信
す
る
予
定
で
あ
る
。htt

p���www.e�m
ayl.ipcku.kansa

i�u.ac.jp/hom
e/

詳
細
は
別
途
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ

ン
シ
ス
テ
ム
に
て
通
知
す
る
。
問
合

せ
は
、
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
事
務
室

（
�
０６
―

６
３
６
８
―

１
１
７
４
、

e�m
ail�kokusai@

jm
.kansai�

u.ac.jp

）
ま
で
。

八
月
十
一
日
か
ら
十
七
日
間

に
わ
た
り
、
ギ
リ
シ
ャ
の
首
都

ア
テ
ネ
で
開
催
さ
れ
た
第
六
十

八
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会

に
お
い
て
、
本
学
学
生
二
人
が

活
躍
し
た
。

体
育
会
水
上
競
技
部
の
山
田

沙
知
子
さ
ん
（
文
四
）
が
出
場

し
た
四
百
�
自
由
形
決
勝
は
八

月
十
六
日
未
明
（
日
本
時
間
）

に
行
わ
れ
た
。
当
日
は
山
田
さ

ん
の
所
属
す
る
水
上

競
技
部
の
部
員
ら
関

係
者
約
百
人
が
、
千

里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
の

特
設
会
場
に
集
ま

り
、
熱
い
声
援
を
送

っ
た
。
結
果
は
六
位

入
賞
。
そ
の
後
の
八

百
�
で
は
惜
し
く
も

予
選
敗
退
に
終
わ
っ

た
。ま

た
、
下
小
鶴
綾

さ
ん
（
文
四
）
は
女

子
サ
ッ
カ
ー
「
な
で
し
こ
ジ
ャ

パ
ン
」
の
セ
ン
タ
ー
バ
ッ
ク
と

し
て
出
場
し
た
。
予
選
リ
ー
グ

で
二
〇
〇
三
年
の
女
子
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
準
優
勝
の
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
を
破
る
殊
勲
を
挙
げ
、
決

勝
リ
ー
グ
に
進
み
、
日
本
中
を

驚
か
せ
た
。

準
々
決
勝
で
は
金
メ
ダ
ル
を

獲
得
し
た
ア
メ
リ
カ
を
い
ま
一

歩
の
と
こ
ろ
ま
で
追
い
詰
め
た

が
、
一
対
二
で
惜
敗
し
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
日
本
の
女
子
サ

ッ
カ
ー
が
既
に
世
界
レ
ベ
ル
に

成
長
し
て
い
る
こ
と
を
証
明
し

て
余
り
あ
っ
た
。

（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
）

文
学
部
教
授

赤
尾
勝
己
編
、

同
田
中
俊
也
、
山
住
勝
広
ほ
か

執
筆
『
生
涯
学
習
理
論
を
学
ぶ

人
の
た
め
に
』

（
七
月
二
十
日
・
世
界
思
想
社
・
定
価

千
九
百
九
十
五
円
∧
税
込
∨
）

外
国
語
教
育
研
究
機
構
教
授

和
田
葉
子
編
著

『T
he

L
o

w
C

o
u

n
tri-

es:a
C

rossroads
in

t-

he
M

iddle
A

ges
and

the
R

enaissance

』

（
八
月
十
一
日
・
関
西
大
学
出
版
部
・

定
価
千
五
百
七
十
五
円
∧
税
込
∨
）

名
誉
教
授

田
中
充
著

『SM
A
LL

BU
SIN
ESS

OF
BU
RA
K
U
IN
JA
-

PA
N
'S
ECON

OM
Y

』

（
九
月
七
日
・
関
西
大
学
出
版
部
・
定
価

千
五
百
七
十
五
円
∧
税
込
∨
）

○
日
本
接
着
学
会
第
四
十
二
回

年
次
大
会

◆
学
会
賞

工
学
部
教
授

越
智

光
一

（
七
月
二
十
七
日
受
賞
）

○
Ｉ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
主
催

２
０
０
４

InternationalM
eeting

for
Future

of
E
lectron

D
evices,K

ansai

◆TheBestStudentPape -
rA
ward

大
学
院
工
学
研
究
科
Ｍ
２

中
森

靖
彦

（
七
月
二
十
八
日
受
賞
）

○
大
学
英
語
教
育
学
会
（
Ｊ
Ａ

Ｃ
Ｅ
Ｔ
）
第
四
十
三
回
全
国
研

究
大
会

◆
学
術
賞

外
国
語
教
育
研
究
機
構
教
授

竹
内

理（九
月
四
日
受
賞
）

○
経
済
産
業
大
臣
工
業
標
準
化

功
労
表
彰

工
学
部
教
授

岩
壷
卓
三

（
十
月
十
二
日
受
賞
）

日

程

テ
ー
マ

講

師

十

月
三
十
日（土

）
末
永
雅
雄
先
生
と

関
西
大
学
の
考
古
学

関
西
大
学
名
誉
教
授

関
西
大
学
飛
鳥
文
化
研
究
所
所
長

関
西
大
学
博
物
館
初
代
館
長

網
干

善
教

十
一
月

六
日（土

）
紀
の
国
発
掘

―
岩
橋
千
塚
・
楠
見
・
橘

谷
、
そ
し
て
宝
光
寺
―

関
西
大
学
名
誉
教
授

関
西
大
学
博
物
館
第
二
代
館
長

薗
田

香
融

十
一
月
十
三
日（土

）
民
俗
学
と
考
古
学
の
あ

い
だ

関
西
大
学
名
誉
教
授

関
西
大
学
博
物
館
第
三
代
館
長

上
井

久
義

十
一
月
二
十
日（土

）
博
物
館
の
名
品

関
西
大
学
教
授

関
西
大
学
博
物
館
第
四
代
館
長（
現

職
）

�
橋

	
博

※
時
間
は
十
三
時
三
十
分
〜
十
五
時
三
十
分

日

程

テ
ー
マ

講

師

十
一
月
十
五
日（

月
）

「
古
代
エ
ジ
プ
ト
の
死
後
の
世
界

―
サ
ッ
カ
ラ
の
貴
婦
人
イ
ド
ゥ

ー
ト
の
マ
ス
タ
バ
墓
か
ら
」

文
学
部
教
授

吹
田

浩

十
一
月
十
六
日（

火
）
「
イ
ン
ド
古
代
文
化
と
日
本
へ

の
影
響
」

文
学
部
教
授

米
田

文
孝

十
一
月
十
七
日（

水
）
「
夏
王
朝
の
成
立
」

京
都
大
学
人
文
科
学
研
究

所
助
教
授

岡
村

秀
典

※
時
間
は
十
八
時
〜
十
九
時
半

交換派遣留学生の
秋募集について

平
成
１７
年
度

秋
の
人
権
啓
発
行
事

河
野
義
行
さ
ん
が
講
演

巻子本≪関寺小町≫伝授

展
示
・
記
念
講
演

「
新
」
生
田
文
庫
の
能
楽
資
料

文
学
部
教
授

関
屋

俊
彦

平成１６年（２００４年）１０月１５日第 ３２０ 号（７）



僕
た
ち
の
サ
ー
ク
ル
は
、
春
と
秋
の
二
回
、
班
を
作

っ
て
京
都
を
散
策
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
も
夏
と
秋

に
は
京
都
以
外
の
と
こ
ろ
に
も
旅
行
を
し
て
い
ま
す
。

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
載
っ
て
い
る
よ
う
な
有
名
な
と
こ
ろ

も
い
ろ
い
ろ
見
て
回
り
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
も
の
に

も
載
っ
て
い
な
い
よ
う
な
春
な
ら
桜
の
き
れ
い
な
と
こ

ろ
、
秋
な
ら
紅
葉
の
き
れ
い
な
と
こ
ろ
な
ど
も
見
て
回

っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
秋
に
紅
葉
を
見
て
回
る
の
な
ら
ば
、
清
水

寺
の
舞
台
の
上
か
ら
見
る
の
も
い
い
で
す
が
、
清
水
の

舞
台
の
横
か
ら
舞
台
を
一
望
で
き
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、

そ
こ
か
ら
見
る
紅
葉
も
舞
台
と
清
水
寺
を
包
み
込
む
よ

う
な
感
じ
に
な
っ
て
い
て
、
と
て
も
き
れ
い
で
す
。
そ

の
ほ
か
に
は
一
年
中
鈴
虫
が
い
て
、
お
坊
さ
ん
の
あ
り

が
た
い
お
話
が
聞
け
、
お
札
も
御
利
益
が
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
る
鈴
虫
寺
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
は
紅
葉
を
見
に

行
く
と
い
う
よ
り
は
、
春
や
秋
の
暑
い
日
な
ど
に
行
く

と
鈴
虫
の
鳴
き
声
が
か
な
り
涼
し
い
気
持
ち
に
さ
せ
て

く
れ
ま
す
。

ト
ロ
ッ
コ
列
車
の
嵐
山
駅
か
ら
野
宮
神
社
に
向
か
う

道
に
は
嵯
峨
野
竹
林
と
呼
ば
れ
る
竹
林
が
あ
る
の
で
す

が
、
こ
こ
は
春
、
秋
の
ど
ち
ら
に
行
っ
て
も
自
然
の
す

ば
ら
し
さ
が
体
験
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
野
宮
神
社
は

有
名
で
す
が
、
こ
の
竹
林
を
一
度
通
っ
た
人
は
も
う
一

度
通
り
た
く
な
る
に
ち
が
い
な
い
と
思
う
ぐ
ら
い
、
す

ば
ら
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

こ
こ
に
あ
げ
た
以
外
に
も
か
く
れ
た
名
所
は
い
ろ
い

ろ
あ
り
ま
す
の
で
、
自
分
た
ち
で
い
い
と
思
え
る
場
所

を
探
し
な
が
ら
京
都
を
見
て
回
っ
て
く
だ
さ
い
。
こ
の

文
を
見
て
、
京
都
に
少
し
で
も
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え

れ
ば
う
れ
し
い
か
ぎ
り
で
す
。

（
工
学
部
３
年
次
生
　
内
藤
　
　
俊
）

野宮神社

阪急嵐山線�

松尾�

桂�

至梅田�

鈴虫寺

西院� 河原町�

清水寺阪急京都線�

嵐山�

蚩京都散策会

樹
々
の
紅
葉
も
日
ご
と
に
深
ま
る
季
節
と
な
り
、
い

よ
い
よ
秋
本
番
で
す
。
そ
ん
な
時
期
に
、
私
た
ち
の
サ

ー
ク
ル(C
ycle

T
ouring

C
lub)

は
少
し
足
を
伸
ば
し

て
四
国
ま
で
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
一
部
を
紹
介
し

ま
す
。

み
な
さ
ん
は
高
知
県
の
四
万
十
川
と
い
う
川
を
ご
存

知
で
し
ょ
う
か
。
日
本
に
残
さ
れ
た
最
後
の
清
流
と
呼

ば
れ
て
い
る
川
で
す
。
今
回
は
、
そ
の
中
で
も
あ
ま
り

知
ら
れ
て
い
な
い
「
四
万
十
川
源
流
点
」
に
自
転
車
で

訪
れ
て
み
ま
し
た
。
源
流
点
は
主
要
道
か
ら
少
し
離
れ

た
場
所
に
あ
る
た
め
、
公
共
交
通
機
関
な
ど
が
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
訪
れ
る
観
光
客
も
少
な
く
、
大
自
然

が
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

そ
の
主
要
道
か
ら
山
道
を
五
キ
ロ

、
未
舗
装
路
を
五
キ
ロ

、

さ
ら
に
そ
こ
か
ら
二
十
分
ほ
ど
渓
流
を
登
っ
た
と
こ
ろ

に
源
流
点
は
あ
り
ま
す
。
周
り
の
木
々
は
色
づ
き
、
水

の
流
れ
る
音
だ
け
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
岩
の
隙
間
か

ら
涌
く
源
流
の
水
を
口
に
含
む
と
、
そ
れ
ま
で
の
行
程

で
疲
れ
た
体
を
す
ぐ
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
く
れ
ま
し

た
。見

知
ら
ぬ
土
地
に
赴
き
、
見
知
ら
ぬ
も
の
に
触
れ
る
。

そ
れ
が
旅
の
醍
醐
味
で
は
な
い
か
と
私
は
考
え
て
い
ま

す
。
そ
ん
な
旅
の
手
段
に
自
転
車
を
使
っ
て
み
る
と
、

き
っ
と
自
然
を
よ
り
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
と

思
い
ま
す
。
こ
の
秋
は
、
自
転
車
に
乗
っ
て
ど
こ
か
を

ぶ
ら
り
と
探
訪
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
工
学
部
３
年
次
生
　
山
下
皓
士
）

高知
四万十川

松山

徳島

高松

蚩サイクルツーリングクラブ

私
た
ち
ハ
イ
キ
ン
グ
同
好
会
は
、
年
に
何
回
か
近
畿

圏
で
ハ
イ
キ
ン
グ
に
行
き
ま
す
。
特
に
お
す
す
め
は
、

兵
庫
県
西
宮
市
の
生
瀬
駅
か
ら
国
道
一
七
六
号
線
を
少

し
歩
い
た
と
こ
ろ
に
あ
る
、
J
R
旧
福
知
山
線
廃
線
跡

を
武
田
尾
駅
ま
で
歩
く
コ
ー
ス
で
す
。
雑
誌
や
テ
レ
ビ

で
紹
介
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
有
名
な
コ
ー
ス
の
よ
う
で

す
が
、
き
っ
と
知
ら
な
い
人
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

休
憩
を
は
さ
ん
で
約
三
時
間
ほ
ど
歩
く
距
離
で
、
右

手
に
は
武
庫
川
を
眺
め
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
景
色
を
楽
し

ん
で
歩
け
ま
す
。
廃
線
跡
と
い
う
こ
と
で
道
に
は
枕
木

が
続
い
て
お
り
、
鉄
橋
も
渡
り
ま
す
。
鉄
橋
は
残
念
な

が
ら
線
路
上
で
は
な
く
横
の
通
路
を
通
る
の
で
す
が
、

そ
こ
か
ら
の
景
色
も
と
て
も
き
れ
い
で
す
。
ま
た
長
い

ト
ン
ネ
ル
が
い
く
つ
か
あ
り
、
中
は
少
し
肌
寒
く
、
懐

中
電
灯
が
な
け
れ
ば
何
も
見
え
な
い
ほ
ど
真
っ
暗
で
す
。

一
番
長
い
ト
ン
ネ
ル
で
は
三
百
メ
ー

ト
ル

も
あ
り
ま
す
。

一
時
間
半
程
歩
く
と
休
憩
で
き
る
広
い
場
所
に
出
る

の
で
、
こ
こ
で
お
昼
ご
飯
を
食
べ
ま
す
。
ゆ
る
や
か
な

川
が
近
く
に
あ
り
、
ま
た
右
手
に
あ
る
階
段
を
上
っ
て

い
く
と
桜
公
園
と
い
う
公
園
に
出
ま
す
。

山
を
歩
く
よ
り
も
、
景
色
が
変
わ
る
の
で
あ
ま
り
疲

れ
を
感
じ
ず
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、
普
段
あ
ま
り
歩

か
な
い
方
に
も
お
勧
め
で
す
。
昔
は
こ
こ
を
電
車
が
走

っ
て
い
た
の
だ
な
と
実
感
で

き
る
場
面
も
あ
る
の
で
、
ぜ

ひ
訪
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

（
文
学
部
３
年
次
生川上

　
摩
記
）

蚩ハイキング同好会

蚩バックパッキングクラブ

歌
い
手
の
声
、
お
囃
子
に
合
わ
せ
て
若

い
人
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
空
が
白
々
と
明

け
る
ま
で
踊
り
続
け
る
。
日
本
三
大
民
謡

踊
り
の
地
と
し
て
有
名
な
郡
上
八
幡
は
、

七
月
初
め
か
ら
の
二
カ
月
間
、
地
元
の
人

だ
け
で
な
く
、
待
ち
わ
び
た
全
国
の
踊
り

フ
ァ
ン
に
よ
っ
て
郡
上
踊
り
一
色
の
町
と

な
る
。

こ
の
期
間
、
町
に
は
踊
り
に
向
か
う
人

た
ち
の
下
駄
が
擦
れ
る
「
カ
ラ
ッ
カ
ラ
ッ
」

と
い
う
音
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
響
き
わ
た

る
。
し
か
し
踊
り
の
シ
ー
ズ
ン
が
過
ぎ
た

町
に
秋
が
訪
れ
る
と
、
今
度
は
下
駄
の
音

に
変
わ
っ
て
水
の
流
れ
る
か
す
か
な
音
が

き
こ
え
て
く
る
よ
う
に
な
る
。
郡
上
八
幡

は
水
の
町
と
し
て
も
知
ら
れ
、
城
下
町
の

趣
を
残
す
町
内
を
縦
横
に
走
る
水
路
に
は

今
も
美
し
い
水
が
絶
え
間
な
く
流
れ
、
町

に
住
む
人
び
と
の
生
活
用
水
と
し
て
利
用

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
室
町
時
代
の
連
歌
の

宗
匠
と
し
て
知
ら
れ
る
飯
尾
宗
祇
が
愛
飲

し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
宗
祇
水
と
名
づ
け

ら
れ
た
湧
き
水
は
名
水
百
選
に
も
選
ば
れ
、

こ
れ
ら
豊
富
な
湧
き
水
を
活
か
し
た
お
蕎

麦
な
ど
が
町
の
名
物
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
町
は
前
述
の
と
お
り
、
城
下
町
で

あ
っ
た
た
め
、
現
在
も
古
き
良
き
街
並
み

が
保
存
さ
れ
て
い
る
地
区
が
あ
る
。
そ
の

中
に
立
ち
並
ぶ
「
お
も
だ
か
家
民
芸
館
」

「
心
の
森
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
遊
童
館
」
「
斎
藤

暑かった夏休みが終わり、いよいよ勉強の秋と心を入れ替えて机に向かい
かけたとたん、今度は食欲の秋、行楽の秋と楽しい誘いの手が伸びてきます。
観光地を巡り、グルメを楽しむ旅行もよいかもしれませんが、ガイドブック
にはあまり紹介されていない穴場にも魅力的なところがありそうです。そん
な小さな旅のお薦めスポットをサークルの方々に紹介していただきました。
みなさんも秋を満喫しに一度訪れてみてはいかがでしょうか。（伊藤　淳志）

京
都
の
す
ば
ら
し
さ
を

感
じ
て
く
だ
さ
い

自
転
車
で
大
自
然
を
満
喫

高
知
県
四
万
十
川

景
色
を
楽
し
み
な
が
ら
歩
く

兵
庫
県
西
宮
市
・
宝
塚
市

「
芸
術
の
秋
」に
触
れ
る

岐
阜
県
郡
上
八
幡

美
術
館
」
な

ど
で
は
、
郡

上
八
幡
出
身

の
作
家
の
作

品
を
見
る
こ

と
が
で
き
、

ま
た
こ
の
地

の
産
業
で
あ

る
食
品
サ
ン

プ
ル
な
ど
を
取
り
上
げ
た
施
設
「
サ
ン
プ

ル
工
房
」
で
は
、
実
際
に
自
分
で
食
品
サ

ン
プ
ル
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
。
関
西
か

ら
は
少
し
長
旅
に
な
っ
て
し
ま
う
が
、
こ

の
秋
、
郡
上
八
幡
で
「
芸
術
の
秋
」
に
触

れ
て
み
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

（
商
学
部
２
年
次
生
　
亀
谷
　
篤
司
）

日本海

琵琶湖

高山

郡上八幡

名古屋

三田�

武庫川�

JR福知山線�

生瀬�

宝塚�

至福知山�

至京都�

JR東海道本線�
尼崎� 大阪�至神戸�

武田尾�

JR
東
海
道
本
線�

平成１６年（２００４年）１０月１５日
大阪府吹田市山手町３―３―３５
http://www.kansai-u.ac.jp/
次号は１１月２６日発行の予定です

第３２０号

暑
く
、
台
風
の
多
か
っ
た

夏
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
観
戦
で

寝
不
足
と
な
っ
た
夏
も
終
わ

り
秋
学
期
が
始
ま
っ
た
。
始

ま
っ
た
と
い
う
よ
り
も
、
始

ま
っ
て
し
ま
っ
た
、
と
い
う

思
い
を
抱
い
て
い
る
人
た
ち

も
多
い
で
あ
ろ
う
。
夏
休
み

前
に
あ
の
よ
う
な
こ
と
、
こ

の
よ
う
な
こ
と
を
し
よ
う
と

考
え
て
い
た
こ
と
の
半
分
も

出
来
な
か
っ
た
と
い
う
思
い

は
、
毎
年
恒
例
と
な
っ
た
感

さ
え
す
る
。
み
な
さ
ん
の
夏

休
み
は
い
か
が
だ
っ
た
で
し

ょ
う
か
。

秋
は
、
読
書
の
秋
、
食
欲

の
秋
と
い
わ
れ
る
が
、
残
り

の
学
生
期
間
を
考
え
、
自
分

の
目
標
を
再
設
計
す
る
の
に

も
良
い
季
節
か
も
し
れ
な

い
。
目
標
に
は
つ
い
に
到
達

で
き
な
い
か
も
し
れ
な
い
が

そ
の
目
標
に
向
か
っ
て
が
む

し
ゃ
ら
に
努
力
し
て
み
る
こ

と
が
大
切
な
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
た
り
す
る
。
秋
は
、

再
挑
戦
に
む
い
て
い
る
季
節

だ
と
思
う
。（
明
神

信
夫
）
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